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第 91 号同窓会会報誌の発行にあたって

　同窓生の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　この度の同窓会会報誌第91号の発行にあたりましては、各方面より多大なる
ご協力を賜り無事発行の運びとなりました。この場をお借りして厚くお礼申し
上げます。
　この会報誌が同窓会と同窓生の、また、同窓生同士の情報交換・情報発信の
一助となれば幸いです。
　さて、皆様ご承知のとおり、本年は1725（享保10）年の広島藩「講学所」創
始以来300周年を迎える記念の年でございます。
　これまで幾多の困難がございましたが、その困難を乗り越えながら、300年もの
長きにわたり本学園が発展してこられたのも、先輩諸氏の弛まぬ努力と、歴史に
裏づけられた脈々と続く、皆様方の母校修道学園への熱い思いの賜物でございます。
　また、これまで皆様方には、修道中学校・修道高等学校の今後の更なる発展
に資するため、『修道学園創設300周年事業　修道中学校・修道高等学校本館建
替等工事』についてご支援をお願いしておりましたが、皆様のご理解とご協力
を得て、寄付額も目標を大きく上回る ２億 ５千万円余となり、そのうち同窓生
からの寄付は ８割、 ２億円を超えるなど、皆様方の母校へよせる熱い思いと行
動力が、この結果を生み出されたものと考えております。本当にありがとうご
ざいました。心より御礼を申し上げます。
　創始300周年を迎え、これからも、我々修道学園（中・高）同窓会が母校を助け、
未来志向で、更なる学園の発展に寄与すべく、引き続き、同窓会の活動を一層
充実させていかねばならないと、改めて決意を、新たにするものでございます。
　会員の皆様方には、引き続き、修道学園の発展のために、ご理解とご協力を
賜りますよう、宜しくお願いいたします。

� 修道学園（中・高）同窓会　会長　深山　英樹（高12回）
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支部活動報告

関
東
支
部宮

田
　
二
郎
（
高
33
回
）

2
0
2
5
年
７
月
14
日
（
月
）、
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て
、
修
道
創
始
3
0
0

周
年
を
記
念
し
た
「
関
東
支
部
の
つ
ど

い
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
S
H
U
D
O
3
0
0
＆

N
E
X
T
1
0
0　

3
0
0
人
と
知
り
合

い
に
な
ろ
う
」。
修
道
の
歴
史
と
先
人
を

振
り
返
り
つ
つ
、
現
役
で
活
躍
す
る
同
窓

生
の
活
動
を
称
え
、
次
の
1
0
0
年
を
見

据
え
た
交
流
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
林
正
夫
修
道
学
園
理
事

長
、
貞
徳
伸
治
同
窓
会
副
会
長
、
田
原
俊

典
中
学
高
校
校
長
、
太
田
英
之
近
畿
支
部

会
長
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
昨

年
と
同
様
に
約
2
0
0
名
の
同
窓
生
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
皆
様
の

ご
支
援
の
も
と
、
幹
事
学
年
で
あ
る
高
校

33
回
生
に
加
え
、
13
回
、
23
回
、
43
回
、

53
回
、
次
世
代
を
担
う
63
回
の
皆
さ
ん
で

準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
成
果
で
あ

り
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

午
後
６
時
よ
り
始
ま
っ
た
鼎
談
で
は
、

高
63
回
の
宮
本
知
紘
さ
ん（
元
生
徒
会
長
）

が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。
短
編
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
「
あ
め
だ
ま
」
が
第
97
回
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
ア
ニ
メ
監
督
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
西
尾
大
介
さ
ん
（
高
29

回
）
を
中
心
に
、
藤
崎
圭
一
郎
さ
ん
（
高

33
回
）、
佐
々
木
明
さ
ん
（
高
33
回
）
に

よ
る
鼎
談
「
ア
ニ
メ
の
道
を
駆
け
抜
け
る 

― 

Dr
ス
ラ
ン
プ
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
候

補
作
ま
で
」
が
行
わ
れ
、
広
島
か
ら
美
術

の
多
田
益
也
先
生
も
、「
ダ
イ
ス
ケ
！
お

め
で
と
う
。」
と
電
話
参
加
し
、
最
後
に

３
本
立
て
の
映
画
を
毎
週
見
続
け
た
在
学

時
の
体
験
を
踏
ま
え
た
未
来
に
向
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

午
後
７
時
か
ら
は
、
関
東
支
部
の
宮

田
二
郎
実
行
委
員
長
（
高
33
回
）
の
開
会

宣
言
に
よ
り
、
総
会
・
懇
親
会
が
ス
タ
ー

ト
。
会
計
報
告
、
弘
中
惇
一
郎
会
長
（
高

16
回
）
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、来
賓
紹
介
、

そ
し
て
田
原
俊
典
校
長
の
乾
杯
の
発
声
で

懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ご
来
賓
も
含

め
た
各
世
代
が
均
等
に
グ
ル
ー
プ
分
け
さ

れ
、
自
己
紹
介
が
始
ま
る
と
各
テ
ー
ブ
ル

ご
と
に
拍
手
が
起
こ
り
、
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
3
0
0
周
年
、
3
0
0
人
と
知

り
合
い
に
な
ろ
う
」
に
沿
っ
た
同
窓
大
会

に
な
り
ま
し
た
。

会
場
を
盛
り
上
げ
た
の
は
、
ス
ク
リ
ー

ン
を
活
用
し
た
演
出
で
す
。
修
道
学
園
史

研
究
会
の
畠
眞
實
先
生
、
仲
井
正
美
さ
ん
、

木
村
正
勝
さ
ん
、
田
中
佳
樹
さ
ん
ら
が
作

成
し
た
「
山
田
十
竹
物
語
（
挿
絵
：
高
校

33
回
卒　

伊
藤
敦
氏
）」
を
古
文
の
管
野

泰
久
先
生
の
音
声
に
よ
っ
て
山
田
先
生
が

創
成
期
を
語
る
映
像
で
始
ま
り
、次
に
「
あ

ん
な
修
道
（
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
い
る
修

道
生
）、
そ
ん
な
修
道
（
そ
ん
な
こ
と
に
も

挑
戦
す
る
修
道
生
）」
と
題
し
た
世
界
各

地
か
ら
60
人
以
上
の
同
窓
生
の
画
像
、
そ

し
て
「
千
田
町
百
景
」
で
は
創
始
2
0
0

年
に
あ
た
る
1
9
2
6
年
（
大
正
15
）
３

月
に
帝
人
の
ガ
ラ
ス
工
場
が
移
転
し
て
の

「
ガ
ラ
１
」
の
始
ま
り
か
ら
、
新
校
舎
、

現
在
の
御
幸
橋
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、特
別
企
画「
N
E
X
T
1
0
0
」

と
題
し
、リ
オ
五
輪
４
×
1
0
0
m
リ
レ
ー

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
山
縣
亮
太
さ
ん
（
高
63

回
）
が
映
像
で
出
演
。
漫
画
「
男
子
校
の

生
態
」
作
者
の
コ
ン
テ
く
ん
、
フ
ラ
ン
ス

国
立
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
＝
ロ
ー
ヌ
＝
ア
ル

プ
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
小

島
燎
さ
ん
（
高
63
回
）、
そ
し
て
司
会
の

宮
本
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
小
島
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
バ

イ
オ
リ
ン
演
奏
と
共
に
、
修
道
の
次
の

1
0
0
年
に
向
け
た
意
気
込
み
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
は
、
久
保
誠
さ
ん
（
高

67
回
）
よ
り
、
2
0
2
5
年
９
月
６
日
に

開
催
さ
れ
る
同
窓
大
会
の
案
内
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
伝
統
あ
る
米
澤
興
譲
館
高

校
を
は
じ
め
、
地
元
の
広
島
女
学
院
、
広

大
附
属
高
校
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
、
広

島
学
院
よ
り
祝
電
が
届
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
４
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
支
部
春
季

ゴ
ル
フ
大
会
の
成
績
発
表
と
し
て
、
個
人

戦
で
は
田
丸
雅
康
さ
ん
（
高
30
回
）、
団

2
0
2
5

2
0
2
5
年年��

��
関
東
支
部
の
つ
ど
い
開
催
報
告

関
東
支
部
の
つ
ど
い
開
催
報
告弘中惇一郎会長（高16回）の開会挨拶

鼎談「アニメの道を駆け抜ける ― Dr.スランプからアカデミー賞候補作まで」
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体
戦
で
は
高
校
18
回
生
の
優
勝
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

大
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
、
９
月
11

日
の
広
島
巨
人
戦
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
、
弘
中

会
長
の
著
書
「
無
罪
請
負
人
」、「
平
山
郁

夫
美
術
館
招
待
券
」、
修
道
グ
ッ
ズ
な
ど

多
数
の
景
品
が
用
意
さ
れ
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
年
度
の
実
行
委
員
へ
の

引
き
継
ぎ
（
３
の
回
か
ら
４
の
回
へ
）
が

行
わ
れ
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
校
歌

斉
唱
に
移
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
高
校
33

回
生
の
福
冨
英
明
さ
ん
の
リ
ー
ド
ボ
ー
カ

ル
の
も
と
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
校
歌

を
斉
唱
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
稲
田
英
一

郎
幹
事
長（
高
49
回
）の
閉
会
宣
言
を
も
っ

て
、
午
後
９
時
に
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し

ま
し
た
。

本
年
の
開
催
に
あ
た
り
、
修
道
学
園
、

同
窓
会
本
部
、
同
窓
会
近
畿
支
部
を
は
じ

め
、関
係
者
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
畿
支
部河

本
　
浩
二
（
高
45
回
）

令
和
６
年
12
月
１
日
（
日
曜
日
）
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
令
和
６
年
度

総
会
・
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
佛
圓
敏

弘
さ
ん
（
高
39
回
）
の
司
会
の
も
と
、
48

名
の
同
窓
会
員
と
３
名
の
ご
来
賓
の
ご
参

加
を
得
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
同
窓
会
近
畿
支
部

の
有
馬
昌
宏
会
長
（
高
24
回
）
か
ら
「
自

然
災
害
に
ど
う
対
応
し
ま
す
か
？　

防
災

ド
ヂ
ャ
ー
ズ
へ
の
入
団
の
お
誘
い
」
と
い

う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
は
元
旦
か
ら
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、
災
害
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
年

で
し
た
。
災
害
を
避
け
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
阪
神
大
震
災
の
具
体
的
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
災
害
へ
の
備

え
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

全
体
の
集
合
写
真
を
撮
影
し
て
総
会

へ
と
移
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
に
鬼
籍
に

入
っ
た
会
員
へ
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

有
馬
昌
宏
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の
あ
と
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
近
畿
支
部
役
員
改
選

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度

ま
で
の
有
馬
昌
宏
会
長
、
都
築
英
明
副
会

長
（
高
24
回
）、谷
村
典
俊
代
表
幹
事
（
高

30
回
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ
太
田
英
之
会
長（
高

31
回
）、
佐
藤
宏
介
副
会
長
（
高
31
回
）、

佛
圓
敏
弘
代
表
幹
事
に
交
代
す
る
件
を
全

会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。
次
に
谷
村
典

俊
代
表
幹
事
に
よ
る
会
計
報
告
、
林
治
令

監
事
（
高
19
回
）
か
ら
の
会
計
監
査
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
修
道
学

園
同
窓
会
会
長
の
深
山
英
樹
様
（
高
12

回
）
は
有
馬
氏
の
御
講
演
の
内
容
や
ご
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
広
島
ガ
ス
の
事
情

を
含
め
て
広
島
の
現
状
を
、
関
東
支
部
会

長
の
弘
中
惇
一
郎
様
（
高
16
回
）
は
同
窓

会
の
経
（
た
て
）
と
緯
（
ぬ
き
）
に
つ
い

て
同
期
の
つ
な
が
り
と
世
代
を
超
え
た
交

流
を
、
修
道
中
高
校
長
の
田
原
俊
典
様
は

修
道
中
高
が
海
外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
と
い
う
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
そ

れ
ぞ
れ
お
話
し
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
総
会
は
問
題
な
く
終
了
し
、

集
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

吉
井
聖
三
さ
ん
（
高
16
回
）
の
音
頭

に
よ
る
乾
杯
の
の
ち
、
参
加
者
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
で
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
近
況
や
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
世
良
京
太
さ

ん（
高
65
回
）、山
本
翔
太
さ
ん（
高
71
回
）、

鎌
田
直
稔
さ
ん
（
高
72
回
）
に
よ
る
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
演
技
を
一
同
楽
し
み
ま
し
た
。
近
藤
達

夫
さ
ん
（
高
29
回
）
は
海
外
出
張
中
の
た

め
動
画
で
美
声
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

食
事
の
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、

ピ
ー
コ
ッ
ク
魔
法
瓶
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
、
お

つ
ま
み
セ
ッ
ト
、
関
東
支
部
会
長
の
弘
中

惇
一
郎
様
の
サ
イ
ン
入
り
著
書
、
修
道
生

を
モ
デ
ル
に
し
た
漫
画
本
「
男
子
校
の
生

態
２
」、
秘
蔵
の
焼
酎
や
洋
酒
な
ど
の
景

品
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
太
田
英
之
さ
ん
の
エ
ー
ル
を
し
た

後
、参
加
者
一
同
で
円
に
な
り
肩
を
組
み
、

世
良
朋
孝
さ
ん
（
高
35
回
）
の
リ
ー
ド
で

校
歌
を
斉
唱
し
、
同
窓
生
一
同
で
一
体
感

を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
都
築
英
明
副
会
長
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
、
山
本
翔
太
さ
ん
（
高
70
回
）

の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
集
い
を
終
了

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ホ
テ
ル
で
の
フ
ル
コ
ー
ス

の
美
味
し
い
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、
同

窓
生
同
士
の
楽
し
い
会
話
に
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
再

令
和
令
和
６６
年
度
修
道
学
園
同
窓
会

年
度
修
道
学
園
同
窓
会��

��

近
畿
支
部
総
会
・
集
い
の
報
告

近
畿
支
部
総
会
・
集
い
の
報
告

総会での集合写真
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会
し
た
仲
間
た
ち
と
の
思
い
出
話
や
近
況

報
告
に
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

近
畿
支
部河

本
　
浩
二
（
高
45
回
）

2
0
2
5
年
５
月
11
日
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
食
べ
放
題　

空
で
修
道
学
園
同
窓
会
近

畿
支
部
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
新
た
に
近
畿
支
部
の
仲
間
に
な
っ
た

会
員
を
含
め
て
大
学
生
の
参
加
が
多
く
、

高
校
76
回
18
名
、
高
校
77
回
19
名
を
含
む

48
名
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
太
田
会
長
の
歓
迎
の
言
葉
の

後
、
佐
藤
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
食
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。
と
ん
か
つ
や
唐
揚
げ

と
い
っ
た
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
、
牛

と
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
放
題
と
い
う

男
子
大
学
生
に
と
っ
て
は
か
な
り
う
れ
し

い
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
節

柄
76
回
、
77
回
は
烏
龍
茶
、
コ
カ
・
コ
ー

ラ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
の
半
ば
で
新
入
生
か
ら
一
言
ず
つ

自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
朝
、

起
き
ら
れ
な
い
。」「
自
炊
が
続
け
ら
れ
な

い
。」「
女
の
子
と
話
せ
な
い
。」
な
ど
、

時
代
は
変
わ
っ
て
も
修
道
生
の
悩
み
は
変

わ
ら
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方
社
会

人
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
踏
ま
え
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。
若
手
に

と
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
に
立
つ
内

容
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

な
か
で
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
ビ
リ
ー
こ
と

副
島
雅
之
さ
ん
（
高
29
回
）
は
軽
快
な

ト
ー
ク
と
見
事
な
手
品
を
披
露
し
て
く
だ

さ
り
、
若
手
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
有
馬
前
会
長
（
高
24

回
）
か
ら
は
防
災
ア
プ
リ
に
つ
い
て
解
説

し
て
も
ら
い
、
社
会
人
の
会
員
も
含
め
て

日
頃
忘
れ
が
ち
な
災
害
へ
の
意
識
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
大
学
生
た
ち
も
修
道
O
B

が
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
は
太
田
会
長
の
エ
ー
ル
の
後
、

修
道
校
歌
を
斉
唱
し
て
大
盛
況
の
う
ち
に

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
修
道
学
園
同
窓
会
近
畿
支
部

で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き

ま
す
の
で
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

九

修

会石
本
　
俊
亮
（
高
27
回
）

令
和
６
年
の
総
会
は
、
令
和
５
年
同

様
に
学
園
同
窓
会
事
務
局
よ
り
い
た
だ
い

た
九
州
地
区
へ
の
進
学
者
を
迎
え
11
月
17

日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
田
原
学
校
長
、
深
山
同
窓

会
長
を
お
迎
え
し
、
九
修
会
会
員
17
名
、

進
学
者
16
名
に
加
え
、
3
0
0
周
年
同
窓

大
会
世
話
人
で
あ
る
久
保
様
に
参
加
い
た

だ
き
、
合
計
36
名
で
盛
大
に
行
う
事
が
出

来
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
で
は
、
田
原
学
校
長
、
深

山
同
窓
会
長
か
ら
の
学
園
や
広
島
の
状
況

に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生

会
員
に
と
っ
て
は
、
懐
か
し
い
話
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
近
藤
九
修
会
会
長
よ
り
同

窓
大
会
の
紹
介
が
あ
り
、
当
時
の
国
土
交

通
大
臣
で
あ
っ
た
斎
藤
大
臣
の
出
席
な
ど

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年

の
3
0
0
周
年
行
事
に
関
し
て
は
久
保
様

よ
り
紹
介
が
あ
り
、
多
数
の
出
席
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
自
の
現
状
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
近
藤
会
長
の
同
級

生
で
広
島
に
戻
ら
れ
た
中
川
様
よ
り
米
国

留
学
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
進
学
者
へ

外
に
出
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

休
み
に
自
転
車
で
広
島
に
戻
っ
た
こ
と

や
、
大
学
の
学
園
祭
の
実
行
委
員
を
務
め

て
い
る
事
な
ど
、
元
気
に
大
学
生
活
を
送

令
和
令
和
７７
年
度
年
度�

�
�

�
��

新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
交
流
会
の
報
告

新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
交
流
会
の
報
告

九
修
会
総
会

九
修
会
総
会

��

（
令
和

（
令
和
６６
年年
1111
月月
1717
日
）
報
告

日
）
報
告

集合写真

九修会総会：R 6 年11月17日博多八仙閣本店にて
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ら
れ
て
い
る
事
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
校
歌
を
全
員
で
歌
い
会
を
終

わ
り
ま
し
た
が
、
万
歳
三
唱
を
忘
れ
て
い

る
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
反
省
し
た

次
第
で
す
。
令
和
７
年
で
は
、
忘
れ
ず
に

行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
部
修
道
会前

原
　
敬
悟
（
高
20
回
）

東
部
修
道
会
の
年
間
行
事
の
中
で
、

一
番
重
要
な
の
は
秋
に
行
い
ま
す
東
部
修

道
会
総
会
で
す
。
当
会
は
平
成
元
年
に
発

足
し
た
の
で
、
平
成
年
数
と
開
催
回
数
が

同
じ
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
２
年
間
開
催
で
き
ず

開
催
回
数
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
（
2
0
2
4
年
）
は
10
月
26
日

（
土
）
に
第
33
回
東
部
修
道
会
総
会
を
福

山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
修
道
高
校
校
長
田
原
俊
典
様
、

修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会
会
長
深
山

英
樹
様
（
高
12
回
）、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
近
畿
支
部
会
長
有
馬
昌
宏
様（
高
24
回
）

に
ご
出
席
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
特
別
講
演
と
し
て
酒
井
ま
ろ
様
（
高

36
回
）
を
招
い
て
「
情
緒
溢
れ
る
都
々
逸

の
世
界　

他
、
粋
な
御
座
敷
唄
遊
び
あ
れ

こ
れ
」
と
題
し
て
都
々
逸
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
酒
井
ま
ろ
氏
は
吉
川
晃
司

氏
の
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ド
ラ
マ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
東
部
修
道
会
総
会
で
は
、
女
性

が
座
っ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

修
道
高
校
33
地
区
会
の
現
役
生
の
父
兄
を

招
い
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
現
役
生
の

お
母
さ
ん
方
で
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の

テ
ー
ブ
ル
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
９
名
の

お
母
さ
ん
方
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。年

１
回
の
総
会
と
は
別
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
マ
ツ
ダ
Z
o
o
m
Z
o
o
m

ス
タ
ジ
ア
ム
の
パ
ー
テ
ィ
ー
ベ
ラ
ン
ダ

（
1
5
0
席
）
で
カ
ー
プ
観
戦
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
５
月
４
日
大

型
バ
ス
２
台
貸
切
＋
現
地
集
合
で
中
日
戦

の
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
９
：
４
で
快
勝
、

末
包
、
山
足
が
活
躍
し
４
回
打
者
一
巡
の

猛
攻
撃
に
は
皆
さ
ん
の
ビ
ー
ル
消
費
が
進

ん
で
会
計
担
当
が
青
く
な
り
ま
し
た
。
東

部
修
道
会
の
カ
ー
プ
観
戦
勝
率
は
３
勝
１

敗
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
33
地
区
の
現
役
生
を
無
料
招
待
し
て

い
ま
す
。
現
役
生
の
父
親
が
修
道
同
窓
生

と
し
て
参
加
さ
れ
た
親
子
同
窓
生
の
組
も

あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
現
役
生
参
加
は
６

名
で
し
た
。

東
部
修
道
会
地
区
内
の
神
石
高
原
町

光
信
に
光
信
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
、
毎

年
８
月
に
修
道
高
校
２
年
生
の
「
東
大
京

大
セ
ミ
ナ
ー
合
宿
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
東

部
修
道
会
で
は
、
何
ら
か
の
応
援
を
し
た

い
と
思
い
、
昨
年
は
合
宿
所
に
10
k
g
の

牛
肉
を
届
け
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
提
供

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
か
な
り
美
味
し
く

し
っ
か
り
お
代
わ
り
し
て
食
べ
て
も
ら
っ

た
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
今
年
も
差
し
入
れ
る
予
定
で

す
。東

部
修
道
会
は
、
倉
敷
、
岡
山
も
範

囲
に
入
り
、
岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
年
１

回
（
11
月
頃
、
岡
山
市
内
）
集
ま
っ
て
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
年
末
に

は
忘
年
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
母
校
の
発
展
の
た
め
に
、
同

窓
生
と
し
て
で
き
る
限
り
応
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　

東
部
修
道
会
か
ら
の
報
告

東
部
修
道
会
か
ら
の
報
告��

カープ観戦の様子

酒井まろ様（高36回）による講演

総会での集合写真
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江
能
修
友
会山

下
　
江
（
高
23
回
）

江
能
修
友
会
は
、
平
成
７
年
７
月
７

日
、
江
田
島
・
能
美
島
（
江
田
島
市
）
か

ら
の
船
通
学
者
を
中
心
と
し
た
修
道
高
校

O
B
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
令
和
７

年
７
月
、
創
立
30
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
て
、同
年
６
月
22
日（
日
）、

江
能
修
友
会
創
立
30
周
年
記
念
総
会
・
懇

親
会
が
江
田
島
市
沖
美
町
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
「
ウ
ミ
ノ
ス
」
に
て
開
催
さ
れ
、
20

数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
田
原
校
長
先
生

と
同
窓
会
貞
徳
副
会
長
も
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
し
ま
す
。

事
前
の
予
報
で
は
雨
で
し
た
が
、
同

窓
生
の
パ
ワ
ー
で
、
何
と
か
終
了
ま
で
は

持
ち
こ
た
え
、青
空
も
一
部
見
え
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
活
動
報
告
と
し
て
江
能

修
友
会
の
サ
イ
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ト
は
、

https://enou.jim
dofree.com

/

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
役

員
選
出
も
行
わ
れ
、
私
が
会
長
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
田
原
校
長

先
生
か
ら
、
現
在
修
道
生
の
指
針
と
な
っ

て
い
る
「
修
道
ベ
ー
シ
ッ
ク
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
」
の
説
明
が
な
さ
れ
、
他
の
学
校
の
見

本
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
同
窓
会
副
会
長
か
ら
は
、

目
標
を
達
成
し
た
寄
付
の
お
礼
と
創
始

3
0
0
周
年
記
念
事
業
へ
の
呼
び
か
け
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

飲
食
し
な
が
ら
の
歓
談
の
途
中
で
、

コ
バ
ッ
ク
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

４
人
の
参
加
者
が
適
当
に
選
ん
だ

カ
ー
ド
の
合
計
が
あ
ら
か
じ
め
封
筒
で
渡

さ
れ
た
数
値
に
合
致
。
ま
た
、
数
字
の
並

び
が
、「
20
」「
25
」「
06
」「
22
」
と
な
る
。

あ
る
い
は
、
紙
を
切
り
刻
ん
だ
も
の
が
本

物
の
う
ど
ん
に
変
わ
る
、
な
ど
、
び
っ
く

り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
、
中
高
時
代
の

思
い
出
や
近
況
な
ど
を
順
番
に
報
告
す
る

な
ど
し
ま
し
た
。
最
高
齢
は
３
回
生
で
93

歳
。「
原
爆
投
下
の
日
は
、
た
ま
た
ま
自

宅
待
機
だ
っ
た
の
で
、
助
か
っ
た
。」
と

当
時
の
で
き
ご
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
参
加
者
は
、
船
が
宇
品
港
の
桟

橋
前
で
沈
没
し
た
こ
と
や
個
性
的
な
先
生

の
思
い
出
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親

を
深
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

江
田
島
・
能
美
島
（
江
田
島
市
）
に

関
係
の
あ
る
修
道
高
校
同
窓
生
は
、
ぜ
ひ

入
会
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
。
楽
し
い
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
記
サ

イ
ト
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

修
道
医
会松

本
　
正
俊
（
高
42
回
）

修
道
医
会
は
修
道
学
園
を
卒
業
し
、

主
と
し
て
広
島
県
内
で
医
師
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
方
々
の
集
ま
り
で
あ
り
、
会
員

数
は
現
在
9
87

名
で
す
。
昭
和
31
年
７

月
１
日
に
発
足
し
て
以
降
、
毎
年
１
回
の

総
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
家
族
会
（
野
球
観

戦
）
等
を
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
か

ら
学
生
部
会
を
つ
く
り
（
現
在
会
員
数
51

名
）、
広
島
大
学
医
学
部
の
在
学
生
の
み

な
ら
ず
、
他
大
学
医
学
部
の
在
学
生
に
も

よ
び
か
け
て
部
会
と
し
て
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
は
、
令
和
６
年
７
月

27
日
（
土
）
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
４

時
30
分
か
ら
の
評
議
員
会
・
総
会
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算
報

告
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
承

認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
25
回
学
術
奨
励

賞
は
吉
田
雄
介
先
生
（
高
56
回
：
広
島
大

学
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
科
）が
、“Seasonal 

Influence on D
evelopm

ent of 
A

ntineutrophil C
ytoplasm

ic 
A

ntibody-A
ssociated V

asculitis: 
A

 R
etrospective C

ohort Study 
Conducted at M

ultiple Institutions 

江
能
修
友
会
　
活
動
報
告

江
能
修
友
会
　
活
動
報
告��

修
道
医
会
令
和

修
道
医
会
令
和
６６
年
度
年
度

��

（
第
（
第
6868
回
）
総
会
　
報
告

回
）
総
会
　
報
告

総会終了後、ウミノスの前の浜をバックにして集合写真  

コバックは、修道高校33回生の小林克至君
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N

V
A

S)”

の
論
文
業
績

で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
第
23
回
社
会
功
労

賞
は
受
賞
者
２
名
で
、森
本
忠
雄
先
生（
高

25
回
：
森
本
医
院
院
長
）、
西
田
和
郎
先

生
（
高
27
回
：
西
田
医
院
院
長
）
が
、
長

年
に
わ
た
る
地
域
医
療
へ
の
貢
献
、
多
数

の
活
動
に
お
い
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
で
受
賞
、
第
14
回
文
化
功

労
賞
は
梶
川
博
先
生
（
高
９
回
：
医
療
法

人
翠
清
会
会
長
）
が
、
高
齢
者
医
療
、
老

年
医
学
、
高
齢
者
福
祉
の
領
域
で
精
力
的

に
執
筆
を
つ
づ
け
て
お
ら
れ
我
が
国
の
国

民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
午
後
５
時
30
分
か
ら
の
特
別

講
演
（
ⅰ
）
で
は
漫
画
家
の
「
コ
ン
テ
く

ん
」
氏
（
卒
業
回
非
公
開
）
よ
り
、〝
漫

画
『
男
子
校
の
生
態
』
が
で
き
る
ま
で
。〟

と
題
し
た
ご
講
演
を
拝
聴
し
、
特
別
講
演

（
ⅱ
）
で
は
、
岐
阜
大
学
長
の
吉
田
和
弘

先
生
（
高
29
回
）
よ
り
、〝
変
革
を
遂
げ

る
東
海
国
立
大
学
機
構
・
岐
阜
大
学 

︱

地
域
中
核
大
学
と
し
て
の
役
割
と
地
域
共

創
︱”

と
題
し
た
ご
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。午

後
７
時
か
ら
は
懇
親
会
を
開
き
ま

し
た
。
会
長
の
板
本
敏
行
先
生
（
高
28

回
：
県
立
広
島
病
院
院
長
）
の
ご
挨
拶
に

引
き
続
き
、
ご
来
賓
の
林
正
夫
修
道
学
園

理
事
長
、
深
山
英
樹
修
道
学
園
（
中
・
高
）

同
窓
会
会
長
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
前
述
の
３
つ
の
賞
の
表
彰
と

受
賞
者
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
、

新
た
に
教
授
に
就
任
さ
れ
た
広
島
大
学
病

院
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
地
域
連

携
研
究
講
座
の
石
井
良
昌
先
生（
高
33
回
）

に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
院
長
就
任
の
ご
挨

拶
を
柴
田
諭
先
生
（
高
36
回
：
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構　

東
広
島
医
療
セ
ン

タ
ー
）
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

学
生
部
会
部
会
長
の
挨
拶
、
校
歌
斉
唱
後

に
井
原
俊
彦
先
生
（
高
13
回
）
よ
り
万
歳

三
唱
の
音
頭
を
い
た
だ
き
、
最
後
は
副
会

長
の
石
橋
克
彦
先
生
（
高
33
回
）
の
閉
会

の
辞
で
盛
会
裏
に
会
を
終
え
ま
し
た
。

今
年
も
こ
の
会
に
よ
り
修
道
健
児
の

心
意
気
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
の
各
分

野
で
の
個
々
の
活
躍
と
修
道
同
窓
生
と
し

て
の
連
携
を
確
認
し
た
次
第
で
す
。

広
島
修
道
歯
科
医
会

毛
利
　
雅
哉
（
高
31
回
）

令
和
６
年
11
月
９
日
（
土
）
午
後
４

時
よ
り
「
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
広
島
」
に
お
い
て
、
第
61
回
広
島
修
道

歯
科
医
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
久
保
康
治
専
務
理
事
（
高
37

回
）
の
司
会
進
行
で
行
わ
れ
、
物
故
者
へ

の
黙
祷
に
続
い
て
川
原
正
照
会
長
（
高
27

回
）
よ
り
出
席
し
た
会
員
へ
の
挨
拶
が
あ

り
、
庶
務
、
会
計
、
監
査
よ
り
年
度
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
協
議
と
し

て
は
、
修
道
創
立
3
0
0
周
年
が
来
年
に

迫
り
、
本
会
と
し
て
も
学
校
に
記
念
品
を

贈
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、本
会
の
会
誌
で
あ
る
「
修
志
」

に
つ
い
て
、
次
号
の
制
作
に
向
け
準
備
を

お
願
い
し
た
い
旨
の
要
望
が
会
長
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
講
演
会
と
な
り
、
今
回

は
県
立
広
島
病
院
院
長
の
板
本
敏
行
先
生

（
高
28
回
）
に
「
外
科
医
に
な
っ
て
41
年

目
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
板
本
先

生
は
大
変
ご
高
名
で
、
我
々
歯
科
医
で
も

様
々
な
場
面
で
そ
の
お
名
前
を
聞
く
先
生

で
す
。
ま
た
、
県
病
院
の
広
報
誌
の
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
と
し
て
文
筆
家
と
し
て
も
知
ら

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
41
年
間
の
外
科
医
と

し
て
の
経
験
か
ら
感
じ
た
様
々
な
こ
と
を

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
医
療
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
、「
働
き
方
改
革
」
の
時
代
に
日
本

の
将
来
の
医
療
は
大
丈
夫
な
の
か
、
そ
の

内
容
は
私
達
に
も
示
唆
に
富
む
講
演
で
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
撮
影
を
は
さ
み
午
後

６
時
か
ら
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
田
原
俊
典
校
長
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
母
校
の
近
況
や
子
供
人
口
の
減

第第
6161
回
広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

回
広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

総会での集合写真

総会での校歌斉唱
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少
に
よ
り
い
よ
い
よ
私
学
経
営
は
大
変
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
修
道
創
立

3
0
0
周
年
に
向
け
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
懇
親
の
宴
を
楽
し

み
、
最
後
に
全
員
で
輪
に
な
っ
て
校
歌
を

歌
い
上
げ
、
修
道
魂
を
確
か
め
合
い
ま
し

た
。午

後
７
時
30
分
、
毛
利
雅
哉
副
会
長

（
高
31
回
）
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
令
和
６６
年
度
年
度

��

広
島
市
修
道
会
　
活
動
報
告

広
島
市
修
道
会
　
活
動
報
告

広
島
市
修
道
会長

田
　
開
（
高
67
回
）

広
島
市
修
道
会
は
、
広
島
市
役
所
に
勤

務
す
る
職
員
の
う
ち
、
修
道
中
学
・
高
等

学
校
及
び
修
道
大
学
の
卒
業
生
約
3
1
0

名
を
会
員
と
し
て
構
成
し
て
お
り
、
同
様

に
卒
業
生
の
市
議
会
議
員
の
先
生
方
に
も

顧
問
と
し
て
入
会
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。例

年
は
、
総
会
及
び
懇
親
会
（
こ
れ

に
は
御
来
賓
と
し
て
修
道
中
学
・
高
等
学

校
と
修
道
大
学
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
校
長
と

学
長
の
御
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。）

の
ほ
か
、
役
員
会
や
幹
事
会
な
ど
年
数
回

程
度
会
員
が
顔
を
合
わ
せ
、
在
学
時
代
の

思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
親
睦
を
深
め

る
機
会
を
設
け
て
お
り
、
市
役
所
の
中
で

も
歴
史
の
長
い
同
窓
会
と
し
て
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
令
和
７
年
１
月
30
日
に
広

島
市
文
化
交
流
会
館
に
て
総
会
及
び
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
御
来
賓

と
し
て
修
道
中
学
・
高
等
学
校
よ
り
田
原

校
長
、
修
道
大
学
よ
り
矢
野
学
長
に
御
臨

席
を
賜
り
、
顧
問
で
あ
る
市
議
会
議
員
６

名
を
合
わ
せ
て
総
勢
54
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
計
・
監
査
報
告
の
後
、

人
事
異
動
に
伴
う
役
員
の
変
更
等
に
つ
い

て
の
議
題
審
議
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
田

原
校
長
、
矢
野
学
長
に
学
園
の
近
況
も
交

え
た
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員

の
多
く
は
、
卒
業
後
に
学
園
に
つ
い
て
触

れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、中
学
・

高
校
、
大
学
と
も
に
今
も
な
お
発
展
し
続

け
て
い
る
近
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
在

学
時
代
の
思
い
出
に
浸
る
と
と
も
に
、
大

変
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
公
私
と
も
御
多
用
の
中
御
出
席

を
い
た
だ
き
、
心
温
ま
る
御
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
田
原
校
長
、
矢
野
学
長
の
お

二
方
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
ビ

ン
ゴ
大
会
で
は
、
広
島
の
特
産
品
で
特
に

優
れ
た
も
の
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る

「
ザ
・
広
島
ブ
ラ
ン
ド
」
の
商
品
や
カ
ー

プ
・
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の
グ
ッ
ズ
な
ど
の

景
品
を
用
意
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
回

は
新
た
な
試
み
と
し
て
母
校
や
広
島
市
に

ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
テ
ー
ブ
ル

ご
と
の
グ
ル
ー
プ
で
答
え
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
問
題
は
卒
業
生
で
も
簡
単
に

正
解
が
出
な
い
よ
う
に
考
案
し
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
皆
様
が
活
発
に
意
見
交
換
さ

れ
る
姿
が
あ
り
、
想
定
以
上
に
高
い
正
答

率
で
し
た
。

ま
た
、
若
林
顧
問
か
ら
の
御
提
案
で
、

急
き
ょ
壇
上
に
上
が
り
、
母
校
伝
統
の
応

援
歌
を
力
強
く
歌
い
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
熱
唱
に
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
参
加
者
一
同
か
ら
歌
に
合
わ
せ

て
手
拍
子
が
湧
き
起
こ
る
な
ど
一
体
感
が

生
ま
れ
、
同
窓
の
絆
を
再
確
認
す
る
象
徴

的
な
場
面
と
な
り
ま
し
た
。

昨
今
は
、
市
役
所
内
で
も
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
新
規
会
員
の
勧
誘
が

な
か
な
か
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
市
役
所
と
い
う
大
所
帯
の

中
で
、
同
窓
の
先
輩
後
輩
が
一
堂
に
会
し

語
り
合
う
機
会
は
非
常
に
貴
重
で
あ
る
た

め
、
今
後
と
も
会
員
が
楽
し
め
る
よ
う
な

様
々
な
企
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
若
手
会

員
を
増
や
す
と
と
も
に
、
広
島
市
修
道
会

を
更
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※　

後
日
談
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

懇
親
会
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
矢
野

学
長
と
平
野
顧
問
の
間
で
、
大
学
に
お
い

て
令
和
９
年
４
月
に
農
学
部（
仮
称
）設
置

を
構
想
中
で
あ
る
と
い
う
話
を
き
っ
か
け

に
、
平
野
顧
問
か
ら
大
学
に
対
し
て
地
域

の
特
産
品
で
あ
る
観
音
ね
ぎ
の
種
を
提
供

し
、
今
後
の
教
育
・
研
究
な
ど
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
と
い
う
話
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
交
流
・
協
力
の
芽
が
生

ま
れ
た
こ
と
は
同
窓
の
縁
が
も
た
ら
す
も

の
で
、
今

後
ま
す
ま

す
広
が
っ

て
い
く
こ

と
を
期
待

し
て
い
ま

す
。

母校伝統の応援歌を熱唱する若林顧問

平野顧問から矢野学長に観音ねぎの
種を手渡す様子（令和 ７ 年 ７ 月15日）
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同窓生だより

修
道
と
共
に
七
〇
年

修
道
と
共
に
七
〇
年

�

畠
　
眞
實
（
高
７
回
）

昨
年
、
卒
業
生
の
同
期
会
な
ど
の
集

ま
り
で
、
こ
の
表
題
と
同
じ
題
で
話
す
機

会
が
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
七
〇
年
な
の
か

で
あ
る
。
七
〇
年
は
、
わ
た
し
の
人
生
に

お
い
て
約
八
割
り
で
あ
る
。
中
学
校
・
高

等
学
校
の
生
徒
で
六
年
、
教
職
で
四
十
五

年
。
こ
れ
で
五
十
一
年
。
あ
と
の
一
九
年

は
、
修
道
に
関
す
る
勉
強
を
し
た
こ
と
に

よ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
は
二
〇
〇
四
年
三

月
末
で
退
任
し
て
間
も
な
く
、
山
田
養
吉

先
生
の
ご
遺
族
か
ら
先
生
の
遺
品
を
多
く

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
遺
品
の
中
に
先
生
の
日
記
が
多

く
含
ま
れ
て
い
た
。
す
で
に
学
校
に
も
先

生
の
日
記
は
保
管
さ
れ
て
お
り
、「
修
道

の
開
祖
の
恩
人
」
の
日
記
を
読
み
や
す
く

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
寄

贈
を
き
っ
か
け
に
し
て
翻
刻
に
取
り
か
か

ろ
う
と
決
意
を
し
た
の
で
あ
る
。

先
生
は
、
漢
学
者
で
日
記
は
す
べ
て

漢
文
で
あ
る
。
訓
点
の
施
さ
れ
て
い
な
い

白
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
訓
読
も
書
か
れ

た
事
項
の
解
説
も
浅
学
の
わ
た
し
に
は
容

易
で
は
な
か
っ
た
。
読
み
違
い
が
あ
る
の

で
は
と
い
う
不
安
を
覚
え
な
が
ら
、
や
っ

と
昨
年
末
、
明
治
三
十
三
・
三
十
四
年
の

日
記
を
最
後
と
し
て
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
す
で
に
二
〇
年
を
経
過
し
て
い
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
。
二
〇
〇
六
年
に

元
事
務
長
の
仲
井
正
美
さ
ん
の
発
案
で
遺

品
の
寄
贈
を
機
に
学
園
の
歴
史
を
も
う
少

し
調
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
退
職
さ
れ
た
歴
代
の
事
務
長
さ
ん
に

呼
び
か
け
て
修
道
学
園
史
研
究
会
な
る
会

を
立
ち
あ
げ
た
。
学
校
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
二
〇
〇
六
年
か
ら
昨
年
ま
で
一
八
年

間
に
わ
た
り
研
究
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

た
。
研
究
会
の
記
録
を
昨
年
四
月
、
学
校

に
寄
贈
す
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
が
共
に

喜
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
以
上
述
べ
た
期
間

も
修
道
に
関
わ
っ
た
も
の
と
し
て
七
三
年

に
な
る
。
そ
う
い
う
訳
で
「
修
道
と
共
に

七
〇
年
」
と
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

昨
年
、
卒
業
生
の
同
期
会
で
、
わ
た

し
の
米
寿
の
祝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
と
き
、
質
問
を
受
け
た
。「
先
生
は
、

ど
う
し
て
修
道
の
教
師
に
な
ら
れ
た
の
で

す
か
」
と
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ま
ず
一
つ

は
、
広
大
附
属
中
学
校
の
入
学
試
験
に
不

合
格
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
答
え
た
。
戦
後

あ
ま
り
時
が
経
っ
て
い
な
い
頃
で
あ
り
、

第
一
次
の
筆
記
試
験
も
ご
く
簡
単
で
、
次

は
、
福
引
き
で
す
る
よ
う
な
抽
選
で
あ
っ

た
。
く
じ
運
悪
く
落
ち
た
。
そ
れ
で
修
道

中
学
校
を
受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入

学
試
験
は
現
在
の
よ
う
な
本
格
的
な
筆
記

試
験
で
は
な
く
、
簡
単
な
テ
ス
ト
と
口
頭

試
問
だ
っ
た
。
驚
い
た
の
は
、「
あ
な
た

の
上
半
身
の
自
画
像
を
描
き
な
さ
い
」
と

い
う
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
め
で

た
く
修
道
の
門
を
く
ぐ
る
こ
と
が
で
き
た
。

も
う
一
つ
の
理
由
、
こ
れ
が
大
事
な

理
由
で
あ
る
。
修
道
中
学
校
の
一
年
の
学

級
担
任
で
あ
っ
た
景
山
英
俊
先
生
に
電
車

の
中
で
お
会
い
し
た
こ
と
だ
と
、答
え
た
。

そ
の
時
は
、
以
下
の
こ
と
を
簡
単
に

し
て
答
え
た
。
わ
た
し
が
広
島
大
学
の
四

年
の
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
千
田
町
の
大

学
前
か
ら
宇
品
行
き
の
電
車
に
乗
っ
た
。

当
時
、
宇
品
に
住
ん
で
い
た
。
御
幸
橋
の

停
留
所
か
ら
景
山
先
生
が
乗
っ
て
来
ら
れ

た
。
お
会
い
し
て
「
き
み
は
、
も
う
卒
業

で
は
な
か
っ
た
か
ね
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。

「
そ
う
で
す
」
と
答
え
る
と
、
い
き
な
り

「
修
道
に
帰
っ
て
く
る
気
は
な
い
か
」
と

言
わ
れ
た
。
驚
い
た
。
す
で
に
公
立
高
校

の
教
員
用
試
験
を
受
け
て
い
た
。
広
島
県

を
は
じ
め
、
近
県
の
試
験
も
受
け
て
い
て

次
年
度
ど
こ
か
に
採
用
さ
れ
る
見
込
み
も

あ
っ
た
。
突
然
の
こ
と
な
の
で
即
答
で
き

ず
、「
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」と
答
え
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
先
生
の
お
言
葉
を
熟

慮
し
た
。そ
し
て
修
道
の
教
師
に
な
っ
た
。

先
生
は
八
本
松
の
神
社
の
神
官
も
さ

れ
て
お
ら
れ
、
八
本
松
駅
か
ら
通
勤
さ
れ

て
い
た
。広
島
駅
か
ら
電
車
に
乗
り
継
ぎ
、

比
治
山
経
由
で
の
帰
途
で
あ
っ
た
。
専
売

公
社
前
で
下
車
さ
れ
る
ま
で
の
、
わ
ず
か

五
分
足
ら
ず
の
時
間
で
あ
っ
た
が
、
わ
た

し
に
と
っ
て
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
、運
命
的
と
も
言
え
る
再
会
で
あ
っ
た
。

後
に
校
長
に
就
任
し
て
八
本
松
の
ご

自
宅
に
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
。
先
生
は
体
調

の
加
減
で
床
に
就
か
れ
て
お
ら
れ
た
が
、

「
き
み
が
校
長
に
ね
え
」
と
言
っ
て
喜
ん

で
く
だ
さ
っ
た
。

修
道
十
日
会

修
道
十
日
会�

�
�

�

修
道
学
園
創
始
三
〇
〇
周
年
記
念

修
道
学
園
創
始
三
〇
〇
周
年
記
念

��

卒
業
六
七
周
年
同
期
会

卒
業
六
七
周
年
同
期
会

池
本
　
章
（
高
10
回
）

毎
年
恒
例
の
同
期
会
開
催
日
４
月

３
日
午
前
中
、
本
年
は
修
道
学
園
創
始

三
〇
〇
周
年
に
当
た
り
、
記
念
事
業
と
し

て
の
中
高
本
館
立
替
等
工
事
が
ほ
ぼ
出
来

上
が
っ
て
い
る
の
で
母
校
訪
問
し
、
見
学

し
た
。
竹
川
前
事
務
長
、池
田
新
事
務
長
、

高校16回(1964年 ３ 月卒業)
卒業アルバム ３ 年 １ 組ページより

高校39回(1987年 ３ 月卒業)
卒業アルバム ３ 年 ６ 組ページより
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同
窓
会
事
務
局
の
小
島
さ
ん
に
新
本
館
・

新
敬
道
館
・
図
書
館
・
記
念
室
・
コ
ン
ビ

ニ
等
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
昭
和
27
年
入

学
し
、
被
爆
の
跡
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
学

園
で
学
ん
だ
も
の
か
ら
見
て
た
だ
た
だ
羨

ま
し
い
限
り
で
す
。
柔
道
場
を
見
学
し
た

際
、
赤
毛
君
は
自
分
の
名
札
が
掛
け
て
あ

る
の
を
見
つ
け
感
激
す
る
ひ
と
こ
ま
が
あ

り
ま
し
た
。
青
春
が
一
度
に
戻
っ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。「
修
道
蹴
球
の
あ
ゆ
み
」

碑
の
前
で
記
念
撮
影
（
本
年
度
同
窓
大
会

誌
に
掲
載
）
を
終
え
、
正
午
か
ら
「
半
べ

え
」
で
38
名
が
集
い
（
前
回
は
出
席
者
40

名
）
開
催
し
た
。
重
森
三
玲
作
の
庭
園
で

桜
花
の
も
と
記
念
撮
影
を
す
ま
せ
、
開
会

し
た
。
黙
祷
の
後
（
こ
の
一
年
間
で
５
名

逝
去
）、
世
話
人
代
表
高
木
君
の
母
校
の

近
況
報
告
、
創
始
三
〇
〇
周
年
記
念
事
業

へ
の
寄
付
金
の
お
礼
・
お
願
い
の
挨
拶
が

あ
り
、遠
来
の
戸
田
君
の
乾
杯
発
声
の
後
、

歓
談
に
い
り
ま
し
た
。
小
滝
君
は
尺
八
の

演
奏
で
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

県
外
か
ら
は
北
海
道
か
ら
八
島
君
、
関
東

か
ら
山
本
修
也
君
、
中
部
か
ら
戸
田
君
、

関
西
か
ら
赤
毛
君
、
田
邊
君
、
平
石
君
、

の
六
人
、
遠
方
よ
り
の
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
二
時
間
半
は
あ
っ
と
い

う
間
に
経
ち
、
林
一
之
君
の
校
歌
斉
唱
、

東
君
の
締
め
で
、
一
年
後
に
再
会
を
約
し

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
散
会
。
ま
た
、

竹
川
前
事
務
長
・
池
田
事
務
長
・
同
窓
会

事
務
局
小
島
様
に
は
母
校
の
案
内
・
開
催

の
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
記
念

絵
は
が
き
・
封
筒
・
会
誌
を
頂
き
、
修
道

後
輩
の
「
半
べ
え
」
金
井
社
長
に
は
送
迎
・

設
営
等
何
か
ら
何
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
誌
上
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
ま
た
、
北
海
道
（
江
別
市
）
か

ら
同
期
会
に
は
皆
勤
の
八
島
君
が
５
月
24

日
肺
炎
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
の
で
同

期
の
皆
様
に
謹
ん
で
連
絡
い
た
し
ま
す
。

多
様
性
こ
そ
宝

多
様
性
こ
そ
宝

髙
木
　
一
之
（
高
10
回
）

修
道
高
校
を
卒
業
し
て
67
年
。
人
格

形
成
の
一
番
大
事
な
時
期
を
修
道
で
過
ご

せ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

〈
中
学
時
代
寸
描
〉

修
道
中
学
に
入
学
し
た
の
が
昭
和
27

年
４
月
。
当

時
は
原
爆
の

傷
跡
も
色
濃

く
残
っ
て
お

り
、
千
田
地

区
も
裏
通
り

に
入
る
と
建
物
の
基
礎
部
分
だ
け
残
し
て

廃
墟
の
ま
ま
と
い
う
場
所
も
い
く
つ
か

残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
軍
隊
帰
り
、
坊
主

頭
の
先
生
も
お
ら
れ
結
構
怖
か
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

私
は
自
転
車
通
学
で
し
た
が
、
真
冬
で

も
手
袋
禁
止
、
マ
フ
ラ
ー
も
駄
目
。
ま
さ

に
質
実
剛
健
？
を
地
で
い
く
時
代
で
し
た
。

校
舎
は
す
べ
て
木
造
。
雨
漏
り
も
結

構
あ
り
雨
が
降
る
と
「
移
動
！
」
と
い
う

先
生
の
号
令
で
各
自
机
を
持
っ
て
雨
漏
り

の
し
な
い
場
所
に
集
結
し
て
授
業
を
受
け

て
お
り
ま
し
た
。
当
時
の
面
影
が
残
っ
て

い
る
の
は
今
や
プ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

位
置
の
み
。
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
中
学
時
代
は
勉
強
よ
り
も

遊
ん
だ
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
中

学
生
に
比
べ
全
く
の
子
供
。
幼
稚
な
中
学

生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〈
高
校
時
代
寸
描
〉

当
時〝
塾
”は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
校
生
に
な
る
と
徐
々
に
大
学
受
験
モ
ー

ド
に
入
り
、
あ
ま
り
楽
し
い
思
い
出
は
あ

り
ま
せ
ん
。

高
校
時
代
の
思
い
出
は
高
３
の
時
の

運
動
会
。
ク
ラ
ス
単
位
で
仮
装
行
列
（
私

の
ク
ラ
ス
は
「
長
崎
の
蛇
踊
り
」）
に
参

加
す
る
た
め
、
必
死
で
練
習
に
取
り
組
み

成
功
裡
に
終
え
た
こ
と
が
懐
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

中
高
６
年
間
を
終
え
て
い
よ
い
よ
大

学
受
験
。生
ま
れ
て
初
め
て
革
靴
を
履
き
、

コ
ー
ト
を
着
て
上
京
。
当
時
は
新
幹
線
も

な
く
、
東
京
ま
で
急
行
「
安
芸
」
で
18
時

間
半
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
俄
か
仕
立

て
の
シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
勇
躍
上
京
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。

大
学
卒
業
後
28
才
で
東
京
か
ら
広
島

へ
U
タ
ー
ン
・
再
就
転
。
幸
い
に
も
倖
せ

な
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
修
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
す
ば
ら
し
さ
。
仕
事
だ
け
で

な
く
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
存
在
す
る
絆
の
強

さ
。
改
め
て
修
道
の
良
さ
、
歴
史
の
重
味

を
実
感
し
ま
し
た
。

卒業六十七周年同期会　集合写真

高校 ３ 年　運動会　仮装行列“蛇踊り”
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修
道
は
単
な
る
進
学
校
と
は
一
線
を
画

し
、
長
い
歴
史
を
誇
る
伝
統
校
、
名
門
校

と
し
て
今
も
一
味
違
っ
た
存
在
感
を
示
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
進
学
一
本
槍
で
は

な
く
、〝
個
”
を
尊
重
し
、
多
彩
な
人
材
を

輩
出
す
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
伝
統
が
あ

る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た

自
由
闊
達
、
多
様
性
を
重
視
す
る
校
風
こ

そ
修
道
の
強
味
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

校
名
の
由
来
「
中
庸
」
の
一
節
「
天

命
之
謂
性　

率
性
之
謂
道　

修
道
之
謂

教
」
こ
れ
こ
そ
が
修
道
の
原
点
、
す
べ
て

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

1
9
5
5

1
9
5
5
年
修
道
中
学
卒

年
修
道
中
学
卒
４４
組組

��

ク
ラ
ス
会
　
開
催
の
こ
と

ク
ラ
ス
会
　
開
催
の
こ
と

中
丸
　
建
二
（
高
10
回
）

2
0
2
4
年
11
月
22
日
1
9
5
5
年

中
学
卒
業
４
組
の
２
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
1
9
5
8
年
高
校
卒
業
の

第
10
回
生
に
当
た
り
ま
す
が
、
高
校
卒
業

者
の
同
期
会
の
十
日
会
や
高
校
時
の
ク
ラ

ス
会
で
は
そ
れ
な
り
に
出
会
う
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
中
学
の
ク
ラ
ス
で
は
３
～

４
人
程
度
で
の
集
ま
り
は
よ
く
あ
っ
た
も

の
の
全
体
で
ま
と
ま
っ
て
集
う
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と
こ
ぎ

つ
け
た
開
催
ま
で
の
思
い
や
そ
れ
ま
で
の

経
過
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

考
え
て
み
る
と
修
道
に
在
籍
し
た
６

年
間
の
中
で
３
年
間
と
い
う
一
番
長
い
時

間
を
一
緒
に
過
ご
し
た
の
が
中
学
時
代
の

メ
ン
バ
ー
で
、
一
度
集
ま
っ
て
み
よ
う
と

い
う
声
が
上
が
る
の
も
も
っ
と
も
で
は
あ

り
ま
す
が
・・・・　

全
員
が
80
歳
を
超
え
、

同
年
代
の
ク
ラ
ス
会
な
ど
が
取
り
や
め
に

な
る
話
を
よ
く
聞
く
中
で
初
め
て
集
ま
る

と
い
う
の
も
意
義
の
あ
る
試
み
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
５
年
前
第
１
回
目
の
ク

ラ
ス
会
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
卒
業
以
来
実
に
65
年
ぶ
り

の
初
め
て
の
ク
ラ
ス
会
、
ま
ず
行
き
当

た
っ
た
の
が
案
内
を
出
そ
う
と
し
て
も
名

簿
が
な
い
こ
と
で
し
た
。

学
校
に
も
中
学
の
名
簿
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
高
校
の
同
窓
会
会
員
名
簿
を

も
と
に
入
学
時
の
写
真
や
59
名
が
写
っ
て

い
る
卒
業
写
真
な
ど
を
手
掛
か
り
に
中
学

校
４
組
の
メ
ン
バ
ー
数
人
で
名
簿
の
作
成

に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
名
前
と
顔
が
思

い
だ
せ
な
い
人
も
あ
っ
て
大
い
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
十
日
会
の
世
話
人
池
本
章
君

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
何
と
か
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
案
内
状
を
準
備
し
ま
し
た
。
そ

の
時
点
で
59
名
の
う
ち
物
故
者
23
名
消
息

不
明
６
名
と
い
う
状
況
で
し
た
。

第
１
回
目
は
集
ま
り
や
す
さ
を
考
慮

し
て
2
0
2
0
年
４
月
の
十
日
会
開
催
時

に
２
次
会
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
で
案
内

し
た
結
果
、
２
年
と
３
年
時
の
担
任　

小

田
（
旧
姓
久
保
田
）
和
麿
先
生
（
旧
制
中

学
35
回
卒
）
と
遠
方
・
体
調
不
良
な
ど
で

参
加
が
難
し
い
と
い
う
人
を
除
く
15
名
の

参
加
確
認
を
得
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
前
年
の
12
月
中
国
で
発
生

し
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り

に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
行
動
自
粛
が
求
め
ら

れ
る
と
い
う
緊
急
事
態
に
見
舞
わ
れ
急
遽

開
催
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
れ
で
も
一
度
集
ま
り
た
い
と
い
う

思
い
は
強
く
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
制
限
が
条

件
付
き
で
緩
和
さ
れ
た
秋
口
に
集
ま
れ
る

者
だ
け
で
も
と
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

用
心
し
て
不
参
加
と
い
う
人
も
あ
り
、

当
初
予
定
か
ら
先
生
と
３
名
の
離
脱
が
あ

り
広
島
在
住
の
12
名
の
会
に
な
り
ま
し
た

が
初
め
て
の
会
は
2
0
2
0
年
11
月
29
日

メ
ル
パ
ル
ク
広
島
ア
ス
ト
ラ
ル
に
集
ま
り

ま
し
た
。

会
場
は
コ
ロ
ナ
対
策
が
施
さ
れ
一
人

ず
つ
離
し
た
席
で
少
し
違
和
感
の
あ
る
も

の
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
大
変

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
４
年
が
経
過
、
そ
の
間
に
前

回
出
席
し
た
仲
間
の
訃
報
や
小
田
先
生
が

95
歳
で
逝
去
さ
れ
る
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

が
、
も
う
一
度
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
集

ま
っ
た
の
が
今
回
の
２
回
目
で
す
。

前
回
と
同
じ
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
ア
ス

ト
ラ
ル
に
集
ま
っ
た
顔
ぶ
れ
は
初
参
加
の

２
名
を
加
え
11
名
、
今
回
は
神
戸
か
ら
赤

毛　

浩
治
君
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
少
し
歳
を
重
ね
た
か
な
と
い

う
面
は
あ
り
ま
し
た
が
み
ん
な
ま
ず
ま
ず

元
気
で
、
初
め
て
参
加
し
た
田
島　

恒
君

が
「
古
事
記
」
を
下
敷
き
に
し
て
上
梓
し

た
「
一
寸
法
師
殺
人
事
件
」
を
全
員
に
提

供
し
て
く
れ
た
ほ
か
、
中
学
時
代
の
入

学
・
卒
業
写
真
や
臨
海
学
校
、
林
間
学
校

な
ど
の
写
真
を
前
に
久
し
ぶ
り
に
近
況
を

語
り
合
う
中
で
自
然
に
休
憩
時
間
に
相
撲

や
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
と
か
70
年
前
に

後列：　伊藤　勝　　赤毛浩治　　田島　恒　　清水裕弘　　江川国昭　　川口武朗
前列：　　中丸建二　　浜中正三郎　　大角正昭　　山本　質　　高山岩雄　　　　

高校 ２ 年　宮島にて
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話
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

高
山　

岩
雄
君
が
同
窓
会
事
務
局
か

ら
い
た
だ
い
て
き
た
会
報
、
学
園
通
信
、

学
校
案
内
も
見
な
が
ら
改
め
て
修
道
の
つ

な
が
り
を
強
く
再
認
識
し
た
ク
ラ
ス
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。（
修
道
万
歳
！
）

終
わ
り
に
は
次
回
３
年
後
米
寿
に
な

る
と
き
に
ま
た
集
ま
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

別
れ
ま
し
た
が
・
・
・
そ
れ
ま
で
み
ん
な

元
気
で
い
た
い
も
の
で
す
。

「
米
寿
の
秋

　
　
　
　
再
会
を
期
す

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ス
会
」

二
十
五
年
目
を
迎
え
た
月
例

二
十
五
年
目
を
迎
え
た
月
例

��

「
修
道
火
曜
会
」

「
修
道
火
曜
会
」

曽
爾
　
征
男
（
高
14
回
）

私
達
高
校
一
四
回
生
は
、
同
期
生
交

流
の
場
と
し
て
、
新
年
会
、
ゴ
ル
フ
会
の

他
、毎
月
第
三
火
曜
日
に
「
修
道
火
曜
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
五
月
に
発
足
し
て
以
来
、

二
十
五
年
間
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
期
間

を
除
き
、
総
開
催
回
数
は
二
六
七
回
に
及

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
会
の
発
案
者
は
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
に
設
置
さ
れ
た
「
地
球
平
和
監

視
時
計
」
の
推
進
者
で
も
あ
る
故
土
井
淳

夫
君
で
す
。当
時
五
十
代
半
ば
の
私
達
が
、

「
社
会
人
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
仕
事
や
趣
味
等
を
お
互
い
披
歴
し
合

お
う
」
と
い
う
趣
旨
で
し
た
。
こ
の
会
の

メ
ン
バ
ー
は
約
四
十
名
で
す
が
、
各
回
の

参
加
者
は
十
数
名
程
度
で
す
。

場
所
は
ス
ナ
ッ
ク
「
わ
い
わ
い
」
で
、

午
後
七
時
～
九
時
（
現
在
は
六
時
～
八

時
）。
軽
く
食
事
を
済
ま
せ
、
そ
の
日
の

ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
か
ら
話
を
お
聞
き
し
ま

す
。
参
加
メ
ン
バ
ー
か
ら
質
問
や
感
想
が

飛
び
交
い
、
楽
し
い
歓
談
の
時
間
と
な
り

ま
す
。

最
後
に
集
合
写
真
を
撮
り
、
全
員
で

唱
歌「
ふ
る
さ
と
」を
歌
っ
て
閉
会
し
ま
す
。

何
故
、「
月
例
修
道
火
曜
会
」
が
、

二
十
五
年
も
継
続
出
来
た
の
か
。
い
く
ら

仲
の
良
い
同
期
生
と
い
っ
て
も
、
毎
月
、

た
だ
集
ま
っ
て
情
報
交
換
す
る
だ
け
で
は

長
続
き
し
ま
せ
ん
。
会
員
が
ス
ピ
ー
カ
ー

と
な
る
会
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

浜
野
会
長
、
津
島
幹
事
長
は
じ
め
、
全
会

員
の
人
脈
を
フ
ル
活
用
し
て
、
講
師
を
ご

依
頼
し
て
き
ま
し
た
。

修
道
の
恩
師
、
先
輩
、
後
輩
は
も
と

よ
り
、
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
々

か
ら
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
僧
侶
、
神
主
、
弁
護
士
、
税
理
士
、

医
師
、
信
用
金
庫
職
員
、
元
海
上
自
衛
官
、

南
極
越
冬
隊
員
、海
苔
漁
業
者
、マ
ジ
シ
ャ

ン
、
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
演
歌
歌
手
等
々

の
皆
様
方
で
す
。

安
田
女
子
大
の
友
末
先
生
（
二
七
回
）

に
は
、
学
内
か
ら
多
数
の
講
師
を
ご
紹
介

頂
い
て
お
り
ま
す
。
様
々
な
研
究
分
野
か

ら
、
わ
か
り
易
い
テ
ー
マ
を
選
ん
で
、
お

話
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

傘
寿
を
超
え
た
私
達
で
す
が
、
健
康

寿
命
が
続
く
限
り
、
同
期
生
と
の
楽
し
い

交
流
の
場
を
続
け
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま

す
。司

会
者
と
し
て

司
会
者
と
し
て

��

同
窓
大
会
を
ふ
り
か
え
る

同
窓
大
会
を
ふ
り
か
え
る

本
名
　
正
憲
（
高
33
回
）

２
学
年
上
、
つ
ま
り
31
回
の
先
輩
か

ら「
同
窓
大
会
の
司
会
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
局
ア
ナ
と
し
て

R
C
C
に
入
社
し
て
３
年
目
く
ら
い
だ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
以
来
コ
ロ
ナ
禍
で
不

開
催
と
な
っ
た
年
を
は
じ
め
数
回
を
除
い

て
毎
年
司
会
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
こ
と
に
光
栄
な
こ
と
で
す
。

今
回
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

少
し
同
窓
大
会
の
想
い
出
な
ど
振
り
返
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
な
お
記
憶
違
い

も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
お
許
し
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

90
年
代
、
当
時
会
場
は
今
は
な
き
広

島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
。
宴
会
場
を
ぶ
ち
抜

き
、
旧
中
、
中
高
に
加
え
広
島
商
大
（
確

か
短
大
の
先
輩
も
お
ら
れ
た
）
に
修
道
大

と
、
と
に
か
く
「
修
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
集

合
」
と
い
っ
た
具
合
で
、
そ
れ
は
大
変
な

人
数
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
び
舎
の
代
表
が
旗
手
を
務
め
、

ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
班
の
「
鯉
城
の
南
」
を

バ
ッ
ク
に
入
場
、
華
々
し
く
開
幕
と
い
う

段
取
り
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
だ
っ
た
私
は
そ
の
雰
囲
気

に
圧
倒
さ
れ
大
い
に
緊
張
し
た
も
の
で
し

た
。今

は
中
高
卒
業
生
の
み
で
、
基
本
的

に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
的
な
も
の
も
な
い

シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
す
が
、
か
つ
て
は
趣

向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。

お
楽
し
み
抽
選
会
、
O
B
落
語
家
の
高
座

や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
と
か
。
吉
川
晃
司
さ

ん
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
ね
。
今
年
は
創
始
3
0
0
年
の
節

目
と
い
う
こ
と
で
、
関
連
行
事
も
楽
し
み

で
す
。

ハ
プ
ニ
ン
グ
（
？
）
も
あ
り
ま
し
た
。

2017年12月、200回記念を迎えた月例　修道火曜会
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あ
れ
は
90
年
頃
だ
っ
た
か
、
来
賓
の
故
荒

木
武
先
輩（
当
時
広
島
市
長
）の「
祝
辞
」、

と
私
は
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
荒
木
さ
ん

は
分
厚
い
原
稿
を
取
り
出
さ
れ
、
ご
自
身

が
尽
力
さ
れ
た
94
年
広
島
ア
ジ
ア
競
技
大

会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
延
々
報
告
さ
れ

た
の
で
し
た
。
そ
の
間
お
そ
ら
く
10
分
、

い
や
15
分
は
経
過
し
た
で
し
ょ
う
か
。
し

ま
い
に
は
乾
杯
に
お
あ
ず
け
を
食
っ
た
後

方
の
同
窓
生
か
ら
た
め
息
が
、
な
ん
て
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

変
わ
ら
な
い
の
は
恩
師
、
来
賓
に
続

き
卒
業
回
順
に
前
の
方
か
ら
テ
ー
ブ
ル
が

用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
ス

テ
ー
ジ
横
の
司
会
の
私
に
一
番
近
い
の
が

最
も
年
長
の
先
輩
方
。
開
会
前
に
「
今
年

も
頑
張
っ
て
ね
」
な
ど
励
ま
し
て
い
た
だ

く
の
で
す
が
、
そ
の
お
姿
が
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
く
の
は
寂
し
い
限
り
。
一
方
で

た
く
さ
ん
の
若
い
方
々
の
姿
は
眩
し
く
頼

も
し
く
、
本
当
に
元
気
づ
け
ら
れ
る
も
の

で
す
。

さ
て
今
年
は
創
始
3
0
0
年
。
30
年

く
ら
い
前
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、

P
T
A
の
会
報
だ
っ
た
か
寄
稿
を
依
頼
さ

れ
ま
し
て
、
た
し
か
こ
ん
な
一
文
で
締
め

く
く
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

「
修
道
は
政
治
家
、財
界
人
、研
究
者
、

芸
術
家
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
人

材
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
単
な
る

進
学
校
で
は
な
い
。『
名
門
校
』
な
の
だ
」

つ
ま
り
修
道
の
名
を
高
ら
し
む
る
か

否
か
は
進
学
成
績
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
け
れ

ど
、
卒
業
後
の
生
き
方
に
か
か
っ
て
い
る

と
言
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
と
て
も

成
績
優
秀
と
は
言
え
な
か
っ
た
自
分
の
言

い
訳
で
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
が
ち
間

違
っ
て
は
い
な
い
。
３
世
紀
に
渡
っ
て
先

輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ

磨
き
を
か
け
次
世
代
に
渡
す
の
は
卒
業

生
。
つ
ま
り
わ
し
ら
は
生
涯
修
道
。
修
道

魂
は
不
滅
な
の
で
す
。

最
後
に
ひ
と
こ
と
。
メ
デ
ィ
ア
に
関

わ
っ
て
い
て
感
じ
る
こ
と
な
の
で
す
が
、

今
社
会
か
ら
寛
容
さ
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
S
N
S
の
普
及
は
大
い

に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

例
え
ば
そ
こ
に
見
ら
れ
る
言
論
空
間
は
豊

か
な
も
の
ば
か
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
自

分
こ
そ
が
「
正
義
」
と
し
意
見
を
異
に
す

る
者
を
「
敵
」「
悪
」
と
み
な
し
対
立
を

煽
る
風
潮
で
す
。
広
島
で
も
自
治
体
の
首

長
と
議
会
と
の
不
毛
な
対
立
が
深
刻
な
行

政
の
機
能
不
全
を
招
き
ま
し
た
。
自
国
第

一
主
義
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
世
界
に
分
断

を
拡
散
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
知
徳
併
進
」

と
「
責
任
あ
る
自
由
」。
こ
の
よ
き
伝
統

を
誇
る
修
道
学
園
が
、
他
者
を
思
い
や
り

実
り
あ
る
寛
容
な
社
会
を
つ
く
る
人
材
を

世
に
送
り
出
す
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る

も
の
で
す
。

修
道
生
か
ら
産
婦
人
科
医
師
へ

修
道
生
か
ら
産
婦
人
科
医
師
へ

香
月
　
孝
史
（
高
39
回
）

高
校
39
回
卒
、
卒
後
40
年
近
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
修
道
学
園
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
、
現
在
の
交
友
関
係
も
修
道
繋

が
り
が
多
く
を
占
め
る
生
活
で
す
。
周
り

の
修
道
関
係
者
方
々
に
は
、
大
変
お
世
話

に
な
り
、
私
の
人
生
に
お
い
て
最
も
大
事

に
し
て
い
る
一
つ
と
言
っ
て
も
過
言
で
無

い
と
思
い
ま
す
。
中
高
学
生
時
代
に
は
、

多
く
の
不
祥
事
を
起
こ
し
、
常
に
首
の
皮

一
枚
と
兪
や
さ
れ
、
最
後
は
恩
師
方
に
助

け
ら
れ
卒
業
で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
修
道
の
良
さ
は
、
ど
の
よ
う

な
人
物
で
も
見
捨
て
ず
、長
所
を
伸
ば
し
、

個
性
を
尊
重
す
る
校
風
だ
と
思
い
ま
す
。

医
師
と
し
て
、
多
少
の
実
績
を
残
せ
た

よ
う
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
は
、
本
当
に
辛
い

日
々
で
、
山
谷
の
連
続
で
す
。
私
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
こ
れ
ま
で
２
万
4
0
0
0

例
以
上
の
出
産
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
不

妊
治
療
で
は
6
0
0
0
例
以
上
の
妊
娠
例

に
成
功
し
て
い
ま
す
。24
時
間
3
6
5
日
、

二
つ
の
命
を
扱
う
仕
事
は
、
心
底
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
り
ま
す
。
救
急
搬
送
は
日

常
で
、
B
a
b
y
や
母
の
死
の
経
験
も
。

心
技
体
を
研
ぎ
澄
ま
せ
な
け
れ
ば
こ
の
仕

事
を
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
医
師
の
仕
事

は
科
に
よ
り
様
々
で
す
が
、
外
科
医
の
共

通
点
は
、
自
分
の
判
断
で
人
間
に
対
し
、

メ
ス
を
使
い
、
人
体
を
切
る
仕
事
で
あ
る

こ
と
で
す
。
目
の
前
の
一
瞬
で
起
こ
る
変

化
や
出
来
事
に
対
し
、
判
断
力
、
決
断
力
、

行
動
力
を
持
ち
、
執
刀
し
な
け
れ
ば
成
り

ま
せ
ん
。
医
学
は
常
に
進
化
し
て
い
ま
す

の
で
、
勉
学
を
怠
ら
ず
、
目
標
は
常
に
大

き
く
、
高
く
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
現
在

の
私
は
、
学
生
の
頃
の
目
標
の
１
／
10
し

か
達
成
出
来
て
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
凡

人
は
所
詮
そ
ん
な
も
ん
。
ど
う
せ
達
成
で

ゲストが修道OBということも
写真は2025年 ４ 月、学校生活をコミカルに描いた『男子校の生態』 

著者、コンテくんとスタジオにて



14

き
な
い
と
思
う
く
ら
い
の
高
い
目
標
を
掲

げ
、
少
し
で
も
近
づ
く
努
力
を
惜
し
ん
で

参
り
ま
し
た
。
研
究
者
で
あ
れ
ば
世
界
で

認
め
ら
れ
る
、
臨
床
医
で
あ
れ
ば
そ
の
地

方
で
一
番
の
名
医
に
な
る
ぐ
ら
い
の
気
持

ち
を
持
ち
。
私
は
、
医
師
と
し
て
、
30
年

に
な
り
ま
す
。
修
道
か
ら
医
学
部
を
目
指

す
学
生
へ
（
息
子
様
な
ど
）。
40
年
前
、

同
期
で
医
学
部
合
格
約
40
人
程
度
（
広
大

25
名
、
国
公
立
12
名
、
私
立
２
〜
３
名
）。

国
公
立
で
な
け
れ
ば
医
学
部
で
な
い
と
い

う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
東
京

近
郊
～
地
方
ま
で
、
私
立
医
学
部
が
と
て

も
難
し
く
な
り
、
40
～
50
倍
の
倍
率
で
す

（
当
時
15
倍
程
度
）。
広
島
の
医
師
会
や

病
院
長
や
教
授
な
ど
は
、
多
く
の
修
道
生

で
占
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、

G
男
子
高
校
や
S
女
子
高
生
の
割
合
も
多

く
な
り
、
肩
身
も
狭
く
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
外
科
医
、
救
急
医
、
産
婦
人

科
な
ど
の
夜
間
に
仕
事
が
あ
る
科
は
、
希

望
者
が
少
な
く
な
り
、
美
容
を
専
門
に
す

る
ド
ク
タ
ー
が
増
え
て
い
る
現
状
で
す
。

30
年
前
と
医
療
は
劇
的
に
変
化
し
て
い
ま

す
。
私
の
専
門
で
い
え
ば
、
体
外
受
精
、

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
、
A
I
診
断
、
無
痛
分
娩
、

ピ
ル
の
普
及
、
堕
胎
薬
な
ど
が
当
た
り
前

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
先
の
医
療
費
の
増

額
を
見
込
め
な
い
現
状
、
今
後
は
、
希
少

価
値
の
高
い
ド
ク
タ
ー
に
な
る
こ
と
は
重

要
で
す
。
ま
た
、
対
面
診
療
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
工
夫
に
て
医
療
に
貢
献
し
、

報
酬
を
得
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
修
道
生
の
皆
様
は
、
頭
脳
だ
け

で
な
く
、
や
る
気
、
体
力
を
兼
ね
揃
え
て

い
る
若
者
が
多
く
い
ま
す
。
是
非
、
日
本

の
将
来
の
医
療
を
支
え
る
ド
ク
タ
ー
を
目

指
し
、
志
を
高
く
持
ち
、
将
来
を
見
据
え

全
霊
全
身
込
め
邁
進
し
、
医
療
界
へ
貢
献

下
さ
い
。

恩
師
に
感
謝

恩
師
に
感
謝

片
上
　
大
輔
（
高
52
回
）

将
棋
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
奨
励
会
（
棋

士
の
養
成
機
関
）
に
入
っ
た
の
は
、
12
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
だ
っ
た
。
月
に
２

回
、
新
幹
線
に
乗
っ
て
大
阪
に
通
う
生
活

が
、
小
学
生
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

将
棋
の
世
界
に
学
業
は
必
要
な
い
の

だ
が
、
先
々
の
こ
と
を
考
え
て
中
高
一
貫

校
を
受
験
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
当
は
親

戚
の
家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
甲
陽
学
院

に
入
り
た
か
っ
た
が
学
力
が
足
り
ず
、
地

元
で
広
島
学
院
と
修
道
を
受
験
し
た
ら
、

ど
ち
ら
も
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
な
挫

折
を
味
わ
っ
た
の
ち
、
補
欠
合
格
の
通
知

が
来
て
修
道
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

入
学
式
の
当
日
か
翌
日
だ
っ
た
と
思

う
の
だ
が
、
将
棋
班
の
担
任
を
し
て
い
た

風
呂
先
生
が
、
校
長
室
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
。「
こ
の
子
は
将
棋
の
プ
ロ
を
目

指
し
て
い
る
の
で
月
に
２
回
、
学
校
を
休

み
ま
す
」こ
れ
で
、ど
れ
だ
け
話
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
。
当
時
の
河

野
校
長
と
風
呂
先
生
に
は
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
補
欠
で
入
っ
た
上
に
定

期
的
に
休
む
わ
け
だ
か
ら
、
な
る
べ
く
遅

れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
と
努
力
し
て
い
た

ら
、
い
つ
の
間
に
か
成
績
は
上
位
に
な
っ

て
い
た
。
高
２
の
と
き
に
一
度
だ
け
、
文

系
で
一
番
に
な
っ
て
、
そ
れ
な
ら
、
と
い

う
こ
と
で
東
大
を
受
験
す
る
こ
と
に
し

た
。
高
３
の
頃
は
、
家
で
試
験
対
策
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
は
、
解
答
を
先
生
方
に

見
て
も
ら
っ
て
い
た
。
い
ま
考
え
る
と
先

生
方
は
完
全
な
る
サ
ー
ビ
ス
残
業
で
、
大

変
な
苦
労
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
合
格
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
を

恩
返
し
の
意
味
で
も
記
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

修
道
は
と
に
か
く
自
由
な
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
広
島
の
各
地
か
ら
（
た
ま
に
隣

の
県
か
ら
も
）
い
ろ
ん
な
人
間
が
集
ま
っ

て
き
て
い
て
、
男
し
か
い
な
い
と
こ
ろ
を

除
け
ば
、
か
な
り
多
様
性
の
高
い
環
境

だ
っ
た
気
が
す
る
。
お
か
げ
で
定
期
的
に

学
校
を
休
ん
で
も
異
端
視
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
む
し
ろ
応
援
し
て
も
ら
い
な
が
ら

中
高
生
活
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

将
棋
の
ほ
う
は
卒
業
か
ら
さ
ら
に
４

年
、
奨
励
会
に
入
っ
て
か
ら
は
10
年
以
上

も
の
時
を
経
て
、
な
ん
と
か
プ
ロ
に
な
る

こ
と
が
で
き
た
。
初
の
東
大
生
棋
士
と
ず

い
ぶ
ん
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
が
、
自
分

と
し
て
は
東
大
よ
り
も
修
道
の
ほ
う
が
思

い
入
れ
は
強
い
。
修
道
で
唯
一
の
例
と
言

え
ば
、
棋
士
の
他
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

メ
ダ
リ
ス
ト
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
？
い
つ
か

第
２
の
修
道
生
棋
士
が
誕
生
す
る
日
を
、

楽
し
み
に
待
ち
た
い
。

平成 ６ 年度　修道中学校 １ 年 ４ 組集合写真（ご本人　最前列左から ３ 人目）
学年主任：高橋俊夫先生（中央左）、担任：山田薫先生（中央右）
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１
．修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会事
　
項

実
施
日

備
　
考

監
査
会

2024年
５
月
14日

㈫
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
６
月
）

2024年
６
月
14日

㈮
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
３
月
）

2025年
３
月
７
日
㈮

ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

２．修
道
学
園
（中
・高
）同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
６
月
）

2024年
６
月
14日

㈮
ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

会
報
誌
「
修
道
」
№
90発

行
2024年

９
月
１
日
㈰

正
副
会
長
会
議
（
９
月
）

2024年
９
月
７
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

幹
事
会
・
評
議
員
会
（
９
月
）

不
開
催

講
演
会
（
田
原
校
長
先
生
）・
意
見
交
換
会

2024年
９
月
７
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
大
会

2024年
９
月
７
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

臨
時
正
副
会
長
会
議

2025年
２
月
18日

㈫
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

第
77回

修
道
高
等
学
校
卒
業
式
（
同
窓
会
入
会
式
）

2025年
３
月
１
日
㈯

修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

正
副
会
長
会
議
、
幹
事
会
・
評
議
員
会
（
３
月
）

2025年
３
月
７
日
㈮

ホ
テ
ル
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

	
⑵
同
窓
大
会
・
支
部
・
職
域
総
会

総
会
名

開
催
日

備
　
考

2024年
度
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
大
会

2024年
９
月
７
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

関
東
支
部
の
つ
ど
い

2024年
７
月
８
日
㈪

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

近
畿
支
部
総
会

2024年
12月

１
日
㈰

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

九
修
会
総
会

2024年
11月

17日
㈰

博
多
八
仙
閣
本
店

東
部
修
道
会
総
会

2024年
10月

26日
㈯

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

江
能
修
友
会
総
会

2024年
６
月
15日

㈯
um
inos（

旧
サ
ン
ビ
ー
チ
沖
美
）

修
道
医
会
総
会

2024年
７
月
27日

㈯
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

広
島
修
道
歯
科
医
会
総
会

2024年
11月

９
日
㈯

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

広
島
市
修
道
会
総
会

2025年
１
月
30日

㈭
広
島
市
文
化
交
流
会
館

	
⑶
活
動
支
援
　
　
※
高
校
7
7
回
生
に
卒
業
記
念
品
を
贈
呈

	
　
　
　
　
　
　
　
※
修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校
「
運
動
班
・
文
化
班
等
」
の
活
動
支
援
（
激
励
費
支
給
）

事
　
項

実
施
日

第
11回

N
P
T再
検
討
会
議
　
第
２
回
準
備
委
員
会
へ
の
高
校
生
派
遣
事
業

2024年
７
月
22日（

スイス・ジュネーブ）
令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
自
転
車
競
技
大
会

　
ト
ラ
ッ
ク
競
技
（
ケ
イ
リ
ン
）・
ロ
ー
ド
競
技

2024年
７
月
25日

～
７
月
29日

第
48回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
「
ぎ
ふ
総
文
2024」

文
芸
部
門

2024年
８
月
２
日
～
８
月
４
日

第
64回

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会
　
競
泳
競
技

2024年
８
月
17日

～
８
月
19日

令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会
　
競
泳
競
技

2024年
８
月
17日

～
８
月
20日

第
55回

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
　
男
子
個
人

2024年
８
月
20日

～
８
月
23日

第
18回

全
国
中
学
生
少
林
寺
拳
法
大
会
　
単
独
・
組
・
団
体
演
武
の
部

2024年
８
月
23日

～
８
月
25日

第
78回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
水
泳
競
技
）

2024年
９
月
14日

～
９
月
16日

第
108回

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
リ
レ
ー
競
技
）
リ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2024

2024年
10月

５
日
～
10月

６
日

第
47回

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
　
男
子
個
人

2025年
３
月
19日

～
３
月
20日

令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会
　
ト
ラ
ッ
ク
競
技

2025年
３
月
24日

～
３
月
27日

第
28回

全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
選
抜
大
会
　
規
定
組
演
武
の
部

2025年
３
月
26日

～
３
月
28日

３．広
島
修
道
大
学
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

ア
ル
マ
ガ
ゼ
ッ
ト
№
52発

行
2024年

10月
１
日
㈫

第
60回

広
島
修
道
大
学
同
窓
大
会

2024年
11月

２
日
㈯

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

広
島
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

2024年
５
月
３
日
～
５
日

さ
つ
き
ス
テ
ー
ジ

	
⑵
支
部
総
会

総
会
名

開
催
日

備
　
考

九
州
修
大
会

2024年
６
月
１
日
㈯

ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多

中
部
修
大
会

2024年
６
月
22日

㈯
ス
ト
リ
ン
グ
ス
ホ
テ
ル
名
古
屋

宇
部
修
大
会

2024年
11月

30日
㈯

国
際
ホ
テ
ル
宇
部

岡
山
修
大
会

2024年
８
月
31日

㈯
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
岡
山

三
次
修
大
会

2025年
３
月
22日

㈯
森
新

福
山
修
大
会

2024年
９
月
７
日
㈯

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

関
東
修
大
会

2024年
９
月
14日

㈯
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

周
南
修
大
会

2024年
11月

16日
㈯

敦
煌
周
南
店

岩
国
修
大
会

2024年
９
月
28日

㈯
料
理
百
果
「
花
善
」

関
西
修
大
会

2024年
10月

20日
㈰

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
西
梅
田

長
﨑
修
大
会

2024年
10月

26日
㈯

西
湖

北
海
道
修
大
会

2024年
９
月
28日

㈯
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
イ
ン
札
幌

日
本
海
修
大
会

2024年
10月

26日
㈯

G
U
Z
EL

香
川
修
大
会

2024年
11月

９
日
㈯

ホ
テ
ル
マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き

鹿
児
島
修
大
会

2024年
12月

７
日
㈯

寿
庵

愛
媛
修
大
会

2025年
２
月
22日

㈯
松
山
東
急
R
EIホ
テ
ル

４．広
島
修
道
大
学
大
学
院
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

2024年
度
広
島
修
道
大
学
大
学
院
総
会

2024年
８
月
24日

㈯
多
津
満

５．鈴
峯
同
窓
会

	
⑴
事
業

事
　
項

実
施
日

備
　
考

鈴
峯
同
窓
会
総
会

2024年
７
月
28日

㈰
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会
・
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
収
支
予
算

2024（
令
和
６）年

度
　
事
業
報
告

（
2024年

４月
１日
～
2025年

３月
31日

）
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（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

入
会
金
　

852,000
834,000

18,000
＠
3,000円

×
278名

（
2024年

度
高
３
）

終
身
会
費

1,988,000
1,946,000

42,000
＠
7,000円

×
278名

（
2024年

度
高
３
）

名
簿
売
上
代

27,500
16,500

11,000
＠
5,500円

×
３
冊

預
金
利
息

6,000
14,777

△
8,777

普
通
預
金
利
息
・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

900,000
852,700

47,300
2023（

令
和
５
）
年
度
同
窓
大
会
余
剰
金
　
他

小
　
　
　
計

3,773,500
3,663,977

109,523
　

前
年
度
繰
越
金

37,719,905
37,719,905

０
　

収
入
の
部
　
合
計

41,493,405
41,383,882

109,523
　

（
支
出
の
部
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

事
業
費

1,950,000
1,395,311

554,689
激
励
費

500,000
140,000

360,000
全
国
大
会
出
場
選
手
等
へ
の
激
励
費

同
窓
大
会
補
助
金

200,000
200,000

０
2024（

令
和
６
）
年
度
同
窓
大
会
補
助
金

卒
業
記
念
品
料

650,000
591,111

58,889
卒
業
記
念
品

そ
の
他
の
事
業
費

600,000
464,200

135,800
会
報
誌
90号
3,000部

業
務
費

1,810,000
1,210,128

599,872
会
議
費

530,000
349,919

180,081
合
同
会
議
会
場
代
　
他

通
信
費

450,000
169,211

280,789
合
同
会
議
案
内
郵
便
代
・
電
話
代
・
宅
急
便
代
　
他

慶
弔
費

180,000
180,000

０
支
部
総
会
祝
金
・
永
年
勤
続
表
彰
記
念
品
料

諸
費

650,000
510,998

139,002
支
部
助
成
金
・
印
刷
代
・
残
高
証
明
書
手
数
料
　
他

そ
の
他
の
支
出

284,000
278,000

6,000
連
合
分
担
金

284,000
278,000

6,000
＠
1,000円

×
278名

（
2024年

度
高
３
）

予
備
費

500,000
０

500,000
小
　
　
　
計

4,544,000
2,883,439

1,660,561
次
年
度
繰
越
金

36,949,405
38,500,443

△
1,551,038

支
出
の
部
　
合
計

41,493,405
41,383,882

109,523

2024（
令
和
６）年

度
修
道
学
園（
中
・
高
）同
窓
会

資
金
収
支
決
算
書

2024（
令
和
６）年

４月
１日
か
ら
2025（

令
和
７）年

３月
31日
ま
で

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

分
担
金

1,476,000
1,418,000

58,000
@
1,000円

×
1,418名

（
中
高
278名

、大
学
837名

、大
学
院
23名
、鈴
峯
280名

）
預
金
利
息

25,000
35,883

△
10,883

普
通
預
金
利
息
・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

1,000
10,000

△
9,000

合
同
懇
親
会
　
祝
い
金
　
他

小
　
　
　
計

1,502,000
1,463,883

38,117
　

前
年
度
繰
越
金

29,512,405
29,512,405

０
　

収
入
の
部
　
合
計

31,014,405
30,976,288

38,117
　

（
支
出
の
部
）

科
　
目

予
　
算

決
　
算

差
　
異

摘
　
　
要

業
務
費

600,000
291,858

308,142
会
議
費

230,000
94,666

135,334
合
同
会
議
会
場
代
　
他

通
信
費

150,000
60,435

89,565
合
同
会
議
案
内
郵
便
代
　
他

慶
弔
費

100,000
70,000

30,000
同
窓
大
会
祝
金
・
永
年
勤
続
表
彰
記
念
品
料

諸
費

120,000
66,757

53,243
印
刷
代
・
残
高
証
明
書
手
数
料
　
他

予
備
費

500,000
０

500,000
小
　
　
　
計

1,100,000
291,858

808,142
次
年
度
繰
越
金

29,914,405
30,684,430

△
770,025

支
出
の
部
　
合
計

31,014,405
30,976,288

38,117

貸
借
対
照
表
　
2025（

令
和
７
）
年
３
月
31日
現
在
�

（
単
位
：
円
）

資
産
の
部

負
債
･正
味
財
産
の
部

科
　
　
　
目

金
　
額

科
　
　
　
目

金
　
額

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産

8,537,629
事
業
基
金
引
当
金

8,537,629
　
　
普
通
預
金

8,537,629
一
般
会
計
資
産

30,684,430
剰
余
金

30,684,430
　
　
普
通
預
金

15,628,066
　
　
普
通
預
金

56,364
　
　
定
期
預
金

15,000,000
合
　
　
計

39,222,059
合
　
　
計

39,222,059

貸
借
対
照
表
　
2025（

令
和
７）
年
３月
31日
現
在 �

（
単
位
：
円
）

資
　
産
　
の
　
部

負
債
･正
味
財
産
の
部

科
　
目

 金
　
額
 

科
　
目

 金
　
額
 

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産

20,903,594
事
業
基
金
引
当
金

20,903,594
　
　
普
通
預
金

20,903,594
一
般
会
計
資
産

38,500,443
剰
余
金

38,500,443
　
　
普
通
預
金

10,107,975
　
　
普
通
預
金

1,392,468
　
　
定
期
預
金

27,000,000
合
　
　
　
計

59,404,037
合
　
　
　
計

59,404,037

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産
収
支
明
細
書
　
2024（

令
和
６）年

４月
１日
か
ら
2025（

令
和
７）年

３月
31日
ま
で
�
（
単
位
：
円
）

支
出
の
部

収
入
の
部

科
　
　
　
目

金
　
額

科
　
　
　
目

金
　
額

残
高
証
明
書
発
行
手
数
料

550
前
年
度
繰
越
金

8,534,371
次
年
度
繰
越
金

8,537,629
預
金
利
息

3,808
合
　
　
　
計

8,538,179
合
　
　
　
計

8,538,179

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産
収
支
明
細
書
　
2024（

令
和
６）年

４月
１日
か
ら
2025（

令
和
７）年

３月
31日
ま
で
�
（
単
位
：
円
）

支
　
出
　
の
　
部

収
　
入
　
の
　
部

科
　
　
　
目

金
　
額

科
　
　
　
目

金
　
額

残
高
証
明
書
発
行
手
数
料

330
前
年
度
繰
越
金

20,894,267
次
年
度
繰
越
金

20,903,594
預
金
利
息

9,657
合
　
　
　
計

20,903,924
合
　
　
　
計

20,903,924

2024（
令
和
６）年

度
 修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会

資
金
収
支
決
算
書

2024（
令
和
６
）年
４
月
１
日
か
ら
2025（

令
和
７
）年
３
月
31日
ま
で
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（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
目

決
算
額

摘
　
　
要

補
助
金

200,000
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会
よ
り

広
告
収
入

3,250,000
協
賛
広
告
、
同
期
会
広
告

会
員
券
裏
面
広
告
協
賛

150,000
蔵
田
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社

チ
ケ
ッ
ト

2,093,000
299枚

販
売

祝
金

200,000
修
道
学
園
、
修
道
中
学
高
等
学
校
、
広
島
修
道
大
学
、
広
島

修
道
大
学
同
窓
会
、
広
島
修
道
大
学
大
学
院
同
窓
会
他
か
ら

の
祝
金

預
金
利
息

534

寄
付
金

430

記
念
品
売
上

300,000

収
入
の
部
　
合
計

6,193,964

（
支
出
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
　
目

決
算
額

摘
　
　
要

大
会
チ
ケ
ッ
ト
・
大
会
誌
作
成
費

1,758,900

大
会
運
営
費

3,984,630

　
会
場
費

3,435,630

　
　
飲
食
費

3,052,500

　
　
設
備
利
用
費
等

383,130

　
そ
の
他

549,000

　
　
記
念
品
関
係
支
出

459,000
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
コ
ラ
ボ
Ｔ
シ
ャ
ツ

　
　
司
会
謝
礼

60,000
本
名
正
憲
様

　
　
そ
の
他
謝
礼
金

30,000
ヒ
ロ
コ
シ
グ
ル
ー
プ
様

広
告
宣
伝
費

165,000
広
島
朝
日
広
告
社
様

印
刷
費

1,200

交
通
費

0

会
議
費

193,500

郵
送
費

0

雑
費
・
手
数
料
・
通
信
費

3,410

一
般
会
計
一
部
繰
り
入
れ
金

87,324
修
道
学
園
（
中
・
高
）
同
窓
会

支
出
の
部
　
合
計

6,193,964

2024年
度
修
道
学
園（
中
・
高
）同
窓
大
会
 収
支
決
算
書

2024年
４月

１日
か
ら
2025年

３月
31日

ま
で
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2025（
令
和
７）年

度
 修
道
学
園
同
窓
会
連
合
会
 資
金
収
支
予
算
書

2025（
令
和
７
）年
４
月
１
日
か
ら
2026（

令
和
８
）年
３
月
31日

ま
で

2025（
令
和
７）年

度
 修
道
学
園（
中
・
高
）同
窓
会
 資
金
収
支
予
算
書

2025（
令
和
７）年

４月
１日
か
ら
2026（

令
和
８）年

３月
31日

ま
で

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
  異

摘
　
　
　
要

分
担
金

1,305,000
1,476,000

△
171,000

各
同
窓
会
よ
り
の
分
担
金
＠
1,000円

×
1,305名

（
中
高
276名

､大
学
800名

､大
学
院
５名
､鈴
峯
224名

）
預
金
利
息

25,000
25,000

０
普
通
預
金
利
息
・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

1,000
1,000

０

小
　
　
　
計

1,331,000
1,502,000

△
171,000

前
年
度
繰
越
金

30,684,430
29,512,405

1,172,025

収
入
の
部
　
合
計

32,015,430
31,014,405

1,001,025

（
支
出
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
  異

摘
　
 　
要

業
務
費

620,000
600,000

20,000

会
議
費

250,000
230,000

20,000
合
同
会
議
（
６
月
･
３
月
）・
監
査
会
　
他

通
信
費

150,000
150,000

０
切
手
ハ
ガ
キ
代
・
宅
急
便
代
　
他

慶
弔
費

100,000
100,000

０
同
窓
大
会
祝
金
・
永
年
勤
続
表
彰
　
他

諸
費

120,000
120,000

０
封
筒
代
・
印
刷
代
・
事
務
用
品
　
他

予
備
費

500,000
500,000

０

小
　
　
　
計

1,120,000
1,100,000

20,000

次
年
度
繰
越
金

30,895,430
29,914,405

981,025

支
出
の
部
　
合
計

32,015,430
31,014,405

1,001,025

（
注
）
１
．
△
は
前
年
度
予
算
に
比
べ
、
減
少
を
示
す
。

２
．昨
今
の
物
価
高
騰
等
を
考
慮
し
、必
要
な
科
目
の
予
算
額
を
増
額
し
て
お
り
、2024年

度
３
月
幹
事
会
審
議
に
て
、承
認
済
み
。

（
収
入
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

入
会
金

828,000
852,000

△
24,000

@
3,000円

×
276名

（
2025年

度
高
３
）

終
身
会
費

1,932,000
1,988,000

△
56,000

@
7,000円

×
276名

（
2025年

度
高
３
）

名
簿
売
上
代

3,830,000
27,500

3,802,500
@
6,000円

×
５
冊
・
名
簿
38号

還
元
金

預
金
利
息

6,000
6,000

０
普
通
預
金
利
息
・
定
期
預
金
利
息

雑
収
入

200,000
900,000

△
700,000

2024年
度
同
窓
大
会
余
剰
金
　
他

事
業
基
金
引
当
特
定
資
産

か
ら
の
繰
入
収
入
　
　
　

5,000,000
０

5,000,000

小
　
　
　
計

11,796,000
3,773,500

8,022,500

前
年
度
繰
越
金

38,500,443
37,719,905

780,538

収
入
の
部
　
合
計

50,296,443
41,493,405

8,803,038

（
支
出
の
部
）�

（
単
位
：
円
）

科
　
目

予
　
算

前
年
度
予
算

差
　
異

摘
　
　
要

事
業
費

2,200,000
1,950,000

250,000

　
激
励
費

500,000
500,000

０
全
国
大
会
出
場
選
手
等
へ
の
激
励
費

　
同
窓
大
会
補
助
金

200,000
200,000

０
2025年

度
同
窓
大
会
補
助
金

　
卒
業
記
念
品
料

700,000
650,000

50,000
卒
業
記
念
品

　
そ
の
他
の
事
業
費

800,000
600,000

200,000
会
報
誌
3,000部

　
他

業
務
費

1,880,000
1,810,000

70,000

　
会
議
費

550,000
530,000

20,000
会
議
代
（
６
月
合
同
・
９
月
・
３
月
合
同
）
　
他

　
通
信
費

500,000
450,000

50,000
電
話
代
・
切
手
ハ
ガ
キ
代
・
宅
急
便
代
　
他

　
慶
弔
費

180,000
180,000

０
同
窓
会
支
部
総
会
祝
金
・
永
年
勤
続
表
彰
　
他

　
諸
費

650,000
650,000

０
支
部
助
成
金
・
支
部
総
会
出
席
者
旅
費
補
助

封
筒
代
・
印
刷
代
・
事
務
用
品
　
他

そ
の
他
の
支
出

276,000
284,000

△
8,000

　
連
合
分
担
金

276,000
284,000

△
8,000

@
1,000円

×
276名

（
2025年

度
高
３
）

特
別
事
業
費

5,000,000
０

5,000,000
　
300周

年
同
窓
大
会

　
特
別
企
画
運
営
費

5,000,000
０

5,000,000
2025年

度
同
窓
大
会
特
別
企
画
補
助
金

予
備
費

2,000,000
500,000

1,500,000

小
　
　
　
計

11,356,000
4,544,000

6,812,000

次
年
度
繰
越
金

38,940,443
36,949,405

1,991,038

支
出
の
部
　
合
計

50,296,443
41,493,405

8,803,038

（
注
）
１
．
△
は
前
年
度
予
算
に
比
べ
、
減
少
を
示
す
。

２
．
事
業
基
金
引
当
特
定
資
産
の
同
窓
大
会
特
別
企
画
運
営
費
で
の
使
用
に
つ
い
て
、2024年

度
３
月
幹
事
会
審
議
に
て
承
認
済
み
。

３
．
�昨
今
の
物
価
高
騰
等
を
考
慮
し
、
必
要
な
科
目
の
予
算
額
を
増
額
し
て
お
り
、
予
算
書
は
2024年

度
３月
幹
事
会
審
議
に
て

承
認
済
み
。
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へのお礼

同窓会ニュース同窓会ニュース

　修道学園創設300周年記念事業として進めてまいりました『修道中学校・修道高等学校本館建替等工事』　修道学園創設300周年記念事業として進めてまいりました『修道中学校・修道高等学校本館建替等工事』
も、本館・北館・広場等の主要部分を完了、一部改装箇所の作業終了を待って、10月 ７ 日に完成式典を行も、本館・北館・広場等の主要部分を完了、一部改装箇所の作業終了を待って、10月 ７ 日に完成式典を行
う運びとなりました。う運びとなりました。
　過去の資料と重複する部分があるかと存じますが、表のような流れで進めてまいりました。　過去の資料と重複する部分があるかと存じますが、表のような流れで進めてまいりました。

　令和 ３（2021）年 ４月より開始いたしましたご寄附のお願いも、令和 ７（2025）年 ４月末をもちまして所
定期間を満了、この ４年間に、当初の目標を大きく上回る約 ２億5800万円のご協力をいただきましたこと、
同窓会、保護者・関係者の皆様のおかげと深く感謝申し上げます。各卒業回別内訳につきましては、21〜
22ページをご確認ください。
　なお、所定期間満了に伴い、ご案内しておりました寄附専用の口座も解約となっております。そのため
卒業生の皆様にお渡ししておりました振込用紙も、現在は使用できませんので、ご注意ください。
　完成いたしました諸施設を有効活用し、来たる100年のさらなる発展を目指して教育の充実をはかって
まいります。皆様方におかれましては、引き続き修道中学校・修道高等学校の発展にご理解とご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。
　寄附へのご協力、誠にありがとうございました。
　学校見学の希望等、何かございましたら、同窓会事務局までご連絡ください。引き続き、卒業生の皆様
にはご協力をお願いすることもあるかと存じますが、重ねて何卒よろしくお願い申し上げます。

本館建替等工事進捗報告とご支援へのお礼本館建替等工事進捗報告とご支援へのお礼

令和 ４年 ５月 ２日 起工式
令和 ４年 ８月末 『Yショップ shüDO 店』オープン
令和 ５年 ７月 『新敬道館』供用開始
令和 ５年11月末 『新本館』供用開始
令和 ７年 ４月末 『北館増築、西敷地渡り廊下（ブリッジ）及び修道広場』供用開始

Yショップ shüDO 店 新敬道館（クライミングウォール） 新本館 渡り廊下と修道広場
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� 名簿委員長　田戸　亨（高40回）

　修道学園（中・高）同窓会会員名簿は ３年毎に発行されておりましたが、個人情報保
護法施行後初の平成22年 ３ 月発行となった第35号以降は ５年毎に発行となりました。同
窓生の皆様のご協力により、第36号、第37号と号数を重ねていき、令和 ７年 ３月に第38
号を発行する運びとなりました。令和 ７（2025）年は母体となる修道学園創始300周年
の年にあたり、第38号は『創始300年記念号』として、化粧箱付きのハードカバーで作
成となっております。
　本名簿作成時点での同窓生は総勢約34,370名となり、そのうち旧中5,701名、新中720名、
夜中1,053名、夜高212名、新高26,488名となります。同窓生（存命者）の住所判明率が
75％を超えており、長い歴史を持つ同窓会としてこの判明率は、同窓生の皆様の「修道」
に対する思いが、懐かしさと充実感に満ちた「感動の青春時代」として、心の真ん中に
あるからだと思います。
　同級生の横のつながり、先輩後輩との縦のつながりがダイナミックに連携しているの
が修道学園（中・高）同窓会の特徴であり、その一助となるのが「会員名簿」であると
思います。ご協力いただいた同窓会役員及び会員の皆様に
心からお礼申し上げます。
　既にご購入いただいている方も多いと思いますが、同窓
生の方でご購入希望の方がいらっしゃいましたら、数に限
りはございますが同窓会事務局（℡：082－241－6686）ま
でご連絡ください。
　最後に、修道学園（中・高）同窓会会員名簿第38号の刊
行にあたり、多大なるご理解とご協力をいただきました多
くの方々に今一度感謝申し上げまして、結びとさせていた
だきます。

修道学園（中・高）同窓会会員名簿修道学園（中・高）同窓会会員名簿
第38号発行のお知らせ第38号発行のお知らせ

『修道学園創設300周年事業　修道中学校　修道高等学校本館建替等工事　ご支援のお願い』に関し
まして、多大なるご寄附を賜り、誠にありがとうございました。
　さて、本事業は同窓会ホームページとは別に、専用のホームページを公開しております。専用ホー
ムページには、“300周年事業NEWS”、“メモリアルムービー”等を掲載しております。
　是非ご覧ください。引き続き、よろしくお願いいたします。

300周年特設サイトホームページ：https://gakugai.shudo-h.ed.jp/300th/

修道中学校・修道高等学校創始300周年特設サイト（ホームページ）のご紹介
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卒業回別 目標額	
達成率

寄附金	
目標額※

合　計 個　人 受配者指定 特定公益 その他
金額（円） 件　数 金額（円） 件　数 金額（円） 金額（円） 金額（円）

高校 47回 55.4％ 2,592,000 1,435,000 26 1,435,000 26 ０ ０ ０
高校 48回 42.4％ 2,808,000 1,190,000 17 690,000 16 500,000 ０ ０
高校 49回 20.5％ 2,640,000 540,000 17 540,000 17 ０ ０ ０
高校 50回 7.8％ 2,556,000 200,000 ８ 200,000 ８ ０ ０ ０
高校 51回 9.8％ 2,544,000 250,000 12 250,000 12 ０ ０ ０
高校 52回 6.2％ 2,592,000 160,000 ７ 160,000 ７ ０ ０ ０
高校 53回 15.8％ 2,772,000 438,940 19 438,940 19 ０ ０ ０
高校 54回 13.5％ 3,036,000 410,000 15 380,000 14 30,000 ０ ０
高校 55回 19.7％ 3,144,000 620,000 14 320,000 13 300,000 ０ ０
高校 56回 12.5％ 3,120,000 390,000 12 390,000 12 ０ ０ ０
高校 57回 9.4％ 2,760,000 260,000 10 260,000 10 ０ ０ ０
高校 58回 7.1％ 2,892,000 205,000 ９ 205,000 ９ ０ ０ ０
高校 59回 4.6％ 2,844,000 130,000 ７ 130,000 ７ ０ ０ ０
高校 60回 15.2％ 3,096,000 470,000 17 470,000 17 ０ ０ ０
高校 61回 8.7％ 2,988,000 260,000 10 260,000 10 ０ ０ ０
高校 62回 6.9％ 2,880,000 200,000 ８ 200,000 ８ ０ ０ ０
高校 63回 21.3％ 3,192,000 680,000 16 680,000 16 ０ ０ ０
高校 64回 10.9％ 3,072,000 335,000 11 335,000 11 ０ ０ ０
高校 65回 8.2％ 3,168,000 260,000 ９ 260,000 ９ ０ ０ ０
高校 66回 11.9％ 3,192,000 380,000 ９ 380,000 ９ ０ ０ ０
高校 67回 12.7％ 3,300,000 420,000 16 390,000 15 ０ ０ 30,000
高校 68回 3.6％ 3,180,000 115,000 ６ 115,000 ６ ０ ０ ０
高校 69回 9.4％ 3,336,000 315,000 13 315,000 13 ０ ０ ０
高校 70回 12.0％ 3,336,000 400,000 14 400,000 14 ０ ０ ０
高校 71回 16.1％ 3,360,000 540,000 21 540,000 21 ０ ０ ０
高校 72回 18.7％ 3,324,000 623,000 24 623,000 24 ０ ０ ０
高校 73回 ※令和 ３年 ３月卒業生 723,916 18 450,000 17 ０ ０ 273,916
高校 74回 ※令和 ４年 ３月卒業生 690,000 16 690,000 16 ０ ０ ０
高校 75回 ※令和 ５年 ３月卒業生 380,000 11 380,000 11 ０ ０ ０
高校 76回 ※令和 ６年 ３月卒業生 280,000 ７ 280,000 ７ ０ ０ ０
高校 77回 ※令和 ７年 ３月卒業生 190,000 ４ 190,000 ４ ０ ０ ０
夜高 １回～ ５回 40,000 ２ 40,000 ２ ０ ０ ０
その他 同窓生関係企業 22,410,000 24 1,000,000 ２ 19,250,000 1,860,000 300,000

同窓生関係　合計 213,871,386 3,203 166,610,470 3,117 42,350,000 3,400,000 1,510,916
教職員・保護者・その他　合計 44,337,306 409 13,040,000 349 5,060,000 25,201,306 1,036,000

総　　　計 258,208,692 3,612 179,650,470 3,466 47,410,000 28,601,306 2,546,916

※寄附金目標額は「連絡可能人数」× ４割× ３万円（一口）として算出　（2020（令和 ２）年度 ３月幹事会・評議員会資料より）

区　分 件　数 金額（円） 備　考 構成比率
同窓生（個人） 3,117 166,610,470 64.5％
同窓生（法人：受配者指定寄付金） 55 42,350,000 16.4％
同窓生（法人：特定公益法人に対する寄付金） 20 3,400,000 1.3％
同窓生（その他） 11 1,510,916 0.6％

同窓生関係　合計 3,203 213,871,386 82.8％
法人（受配者指定寄付金） 21 5,060,000 ※同窓生関係分を除く 2.0％
法人（特定公益法人に対する寄付金） 37 25,201,306 ※同窓生関係分を除く 9.8％
教職員・保護者・その他 351 14,076,000 ※同窓生分、特定公益法人に対する寄付金、受配者指定寄付金除く 5.5％

総　　　計 3,612 258,208,692 100％
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寄附金報告寄附金報告
卒業回別 目標額	

達成率
寄附金	
目標額※

合　計 個　人 受配者指定 特定公益 その他
金額（円） 件　数 金額（円） 件　数 金額（円） 金額（円） 金額（円）

旧中 １回～40回 1,345,000 42 1,345,000 42 ０ ０ ０
夜中 １回～46回 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
新中 １回～ ３回 1,115,000 ９ 1,115,000 ９ ０ ０ ０

高校 １回 9.7％ 360,000 35,000 ３ 35,000 ３ ０ ０ ０
高校 ２回 185.7％ 420,000 780,000 15 780,000 15 ０ ０ ０
高校 ３回 62.5％ 840,000 525,000 19 525,000 19 ０ ０ ０
高校 ４回 173.8％ 912,000 1,585,000 24 1,555,000 23 ０ ０ 30,000
高校 ５回 48.9％ 1,836,000 897,000 29 897,000 29 ０ ０ ０
高校 ６回 562.3％ 2,136,000 12,010,000 68 12,010,000 68 ０ ０ ０
高校 ７回 234.3％ 2,508,000 5,875,000 80 5,375,000 77 300,000 200,000 ０
高校 ８回 133.9％ 2,724,000 3,647,000 84 3,647,000 84 ０ ０ ０
高校 ９回 101.4％ 2,484,000 2,520,000 71 2,370,000 70 ０ 150,000 ０
高校 10回 146.5％ 2,988,000 4,376,000 88 4,276,000 87 ０ ０ 100,000
高校 11回 230.1％ 2,964,000 6,820,000 95 5,320,000 94 1,500,000 ０ ０
高校 12回 248.6％ 2,676,000 6,652,500 86 6,652,500 86 ０ ０ ０
高校 13回 184.6％ 3,384,000 6,248,000 98 6,248,000 98 ０ ０ ０
高校 14回 190.1％ 3,552,000 6,751,000 79 6,051,000 77 500,000 200,000 ０
高校 15回 122.4％ 3,372,000 4,128,000 80 3,128,000 78 1,000,000 ０ ０
高校 16回 123.4％ 3,600,000 4,443,000 109 3,843,000 104 300,000 120,000 180,000
高校 17回 366.3％ 3,912,000 14,330,000 85 4,330,000 84 10,000,000 ０ ０
高校 18回 147.8％ 4,116,000 6,085,000 92 4,708,000 89 1,300,000 ０ 77,000
高校 19回 140.2％ 3,948,000 5,535,000 73 5,435,000 72 ０ 100,000 ０
高校 20回 106.3％ 4,440,000 4,720,000 92 4,520,000 90 200,000 ０ ０
高校 21回 82.5％ 3,984,000 3,288,000 63 3,288,000 63 ０ ０ ０
高校 22回 151.3％ 4,032,000 6,100,000 134 5,990,000 131 110,000 ０ ０
高校 23回 280.9％ 4,404,000 12,372,000 59 11,972,000 58 ０ ０ 400,000
高校 24回 130.4％ 3,948,000 5,148,000 66 3,148,000 64 2,000,000 ０ ０
高校 25回 129.1％ 3,648,000 4,710,000 74 4,710,000 74 ０ ０ ０
高校 26回 61.2％ 3,888,000 2,380,000 70 2,380,000 70 ０ ０ ０
高校 27回 70.2％ 3,912,000 2,745,000 52 1,745,000 50 1,000,000 ０ ０
高校 28回 130.0％ 4,440,000 5,770,000 95 4,490,000 90 1,180,000 100,000 ０
高校 29回 75.1％ 2,916,000 2,190,000 47 2,190,000 47 ０ ０ ０
高校 30回 132.3％ 2,964,000 3,920,000 71 3,210,000 66 650,000 60,000 ０
高校 31回 79.9％ 3,744,000 2,990,000 63 2,490,000 62 500,000 ０ ０
高校 32回 54.1％ 2,700,000 1,460,000 47 1,360,000 46 ０ 100,000 ０
高校 33回 159.9％ 3,420,000 5,470,000 56 5,370,000 55 ０ ０ 100,000
高校 34回 54.8％ 3,516,000 1,926,000 57 1,926,000 57 ０ ０ ０
高校 35回 65.6％ 2,364,000 1,550,000 45 1,550,000 45 ０ ０ ０
高校 36回 49.6％ 2,580,000 1,280,000 36 1,280,000 36 ０ ０ ０
高校 37回 19.5％ 3,072,000 600,000 22 600,000 22 ０ ０ ０
高校 38回 113.6％ 3,336,000 3,790,000 41 3,460,000 39 ０ 330,000 ０
高校 39回 44.4％ 3,084,000 1,370,000 39 1,340,000 38 ０ 30,000 ０
高校 40回 82.7％ 2,856,000 2,363,000 44 913,000 37 1,450,000 ０ ０
高校 41回 45.2％ 2,988,000 1,350,000 27 1,350,000 27 ０ ０ ０
高校 42回 25.9％ 2,892,000 750,000 22 600,000 21 150,000 ０ ０
高校 43回 25.0％ 2,976,000 745,000 21 645,000 20 100,000 ０ ０
高校 44回 25.3％ 3,360,000 850,000 29 820,000 28 30,000 ０ ０
高校 45回 39.8％ 3,168,000 1,260,000 28 1,110,000 27 ０ 150,000 ０
高校 46回 41.3％ 2,736,000 1,131,030 45 1,111,030 44 ０ ０ 20,000
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　昭和33年 ３ 月卒（10回卒）以前の写真を求めています。
① 卒業アルバム
　�　2025年に創立300周年を迎えるに当たり、修道中学校・修道高等学校では、その記録
を長く後生に伝えんがため、現在、所蔵資料の整理確認と、紙資料のデジタルデータ
化事業を進めております。
　�　本校に残ります写真のデータ化を中心に作業を急いでおりますが、残念なことに、
昭和33年 ３ 月卒業（高校10回）以前の卒業アルバムが残されておりません。

　�　つきましては、高校10回卒以前の卒業アルバムを一時本校に預けてもよいとおっしゃ
る方を探しております。お預かりしたアルバムは大切に保管し、デジタルデータ化後（約
１年ほど時間をいただくことになります。）にご返却いたします。お志のある方がいらっ
しゃいましたら、下記「修道学園（中・高）同窓会事務局」までご連絡ください。

② その他写真
　�　卒業アルバムに限らず、修道中学校・修道高等学校に関わる古い写真を求めており
ます。お送りいただいた写真は、デジタルデータ化し、インターネット上で皆様に閲
覧していただけるようアーカイブ化していく予定です。

　【ご注意】
　⒈　�お送りいただいた写真はご返却できません。デジタルデータ化の後、本校にて

丁重に保管させていただきますので、ご了解いただける場合のみご送付くださ
い。

　⒉　�デジタルデータは、修道中学校・修道高等学校の歴史を広くご覧いただく目的
で将来公開していく予定です。公開にご了解いただける場合のみご送付くださ
い。

　⒊　�できましたら、写真の説明（撮影年代、状況の説明など）を同封いただけると
助かります。

　�　何とぞ趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。ご不明な点がございま
したら事務局までご連絡ください。

事務局だより

ご 注 意ご 注 意
　本同窓会の名をかたって名簿を販売するケースが頻繁に
起こっています。不審なハガキや電話等にはお答えになら
ないようお願いします。同窓会が名簿を発行する場合は、
必ず同窓会長名で調査を行います。

住所変更手続きのお願い
　会員の方で住所・電話番後・勤務先・メールアドレス等変更になった方は、変更手続きをお願いします。
　変更手続きは、修道学園（中・高）同窓会のホームページに掲載されております、同窓会事務局宛のメールア
ドレス宛に変更をご連絡いただくか、または同窓会名簿内の添付はがきで、同窓会事務局までご連絡ください。
電話・ＦＡＸでも結構です。ご協力をお願いいたします。【本ページの下部を参照ください。】

修道学園（中・高）同窓会事務局
〒730-0055　広島市中区南千田西町 ８番 １号
TEL（082）241-6686　FAX（082）249-0870　
E-mail：dosokai@shudo-h.ed.jp


